
登
山
道
を
利

用
し
、
時
に
は

100
㎞
以
上
の
距

離
を
走
破
す
る

ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
趣
味

で
続
け
て
い
る
▼
先
日
、
開
催

さ
れ
た
大
会
に
選
手
で
な
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
た
。
一
カ
所
の
持
ち
場

を
二
人
一
組
で
担
当
。
コ
ン
ビ

を
組
ん
だ
方
は
初
対
面
だ
と
思

い
き
や
、
ど
う
や
ら
10
年
前
に

出
た
レ
ー
ス
の
途
中
で
出
会
っ

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
▼
過

去
の
わ
ず
か
な
時
間
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
私
の
記
憶
に
残
っ
て

い
た
理
由
は
、
71
・
５
㎞
に
及

ぶ
レ
ー
ス
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
を
背
負
っ
て

参
加
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
当
時
、
暗
い
山
道
で
見
覚

え
の
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
赤

い
ケ
ー
ス
を
腰
に
ぶ
ら
下
げ
て

い
る
姿
が
あ
ま
り
に
鮮
烈
で
、

思
わ
ず
こ
ち
ら
か
ら
声
を
か

け
、
し
ば
し
並
走
し
て
会
話
し

た
記
憶
が
蘇
っ
た
。
し
か
も
偶

然
に
も
先
輩
歯
科
医
師
な
の
だ

▼
当
日
も
私
同
様
、
件く
だ
ん

の
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
持
参
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

念
の
た
め
と
エ
ピ
ペ
ン
を
お
持

ち
な
の
も
共
通
点
。
現
在
は
、

リ
タ
イ
ア
さ
れ
て
悠
々
自
適
に

過
ご
さ
れ
て
い
る
。
ご
本
人
曰

く
「
こ
れ
も
長
年
掛
け
た
保
険

医
協
会
の
保
険
医
年
金
の
お
陰

で
す
」
と
の
こ
と
。
（
Ｋ
）

News　View

研究会・行事のご案内

４月から再診時もオン資の加算
　問診などで情報確認が必要

歯科用貴金属価格改定
　４月から金パラのみ引き下げ

「マル青」の医療費助成制度、
　都内全域で４月から運用開始

症例研究  

歯援診１に係る施設基準の届出

経営・税務相談Q＆A　No.402

　３月末までの再度の届出を忘れずに

　オンライン資格確認システムの猶予について

　知覚過敏に対する歯周外科手術

日ごろからの備えが重要 ～南海トラフ地震～

I n t e r v i e w

「とにかく助ける」
母子を救うロジック抜きの感覚

オクネット代表
歯科ジャーナリスト

目白大学准教授

歯科界への私的回想録

防災意識を高める

　第51回定期総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださ　第51回定期総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださ
いますようご案内を申し上げます。いますようご案内を申し上げます。

※今後の感染拡大状況によって、定期総会の開催・運営に関して大きな変化が生じ
る場合は、当協会ホームページもしくはデンタルブック等でお知らせいたします。
※定期総会後の懇親会につきましては、開催を見送りとさせていただきます。ご了
承ください。

東京歯科保険医協会 第5東京歯科保険医協会 第5１１回定期総会ご案内回定期総会ご案内

日時 ６月18日(日) 午後２時30分～６時00分

場所 中野サンプラザ　13Fコスモルーム（東京都中野区中野４-１- １）

定期総会・記念講演 定期総会・・・・・午後２時30分～４時15分

記念講演・・・・・午後４時30分～６時00分

オン資等システム「義務化」撤回訴訟原告団へのご参加を
　東京保険医協会は保険医と歯科保険医による原告団を結成し、「オン
ライン資格確認義務不存在確認等請求訴訟」（「義務化」撤回訴訟）に踏
み切ることを決定いたしました。活動を全国に広げて数千人規模の原
告団を目標にしております。
　請求の主な趣旨は、１.保険医療機関が、患者から健康保険法３条13
項に規定するマイナカードによる電子資格確認により療養の給付を求
められた場合に、（１）電子資格確認によって療養の給付を受ける資
格確認義務がないこと、（２）そのためにあらかじめ必要な体制を整
備する義務がないこと。２.違憲・違法な省令制定とそれに関連した政府の動向による保険
医としての職業活動またはその継続に対する不安による精神的苦痛に対する損害賠償の請求
です。（中略）当会理事会は一丸となって、この訴訟を牽引してまいります。原告団へのご
参加を心から呼びかけます。共に立ち上がり闘いましょう。

東京保険医協会
須田 昭夫 会長

　
療
養
担
当
規
則
等
が
改
正

さ
れ
、
保
険
医
療
機
関
は
紙

レ
セ
プ
ト
で
請
求
を
行
っ
て

い
る
場
合
を
除
き
、
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の

導
入
が
原
則
義
務
づ
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
（
２
０
２

３
年
４
月
１
日
施
行
）。
保

険
医
療
機
関
は
、
患
者
が
マ

イ
ナ
保
険
証
を
持
参
し
た
場

合
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

に
よ
っ
て
受
給
資
格
の
確
認

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
23
年

３
月
31
日
ま
で
に
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
を
導

入
で
き
な
い
や
む
を
得
な
い

事
情
が
あ
る
保
険
医
療
機
関

に
つ
い
て
は
、
猶
予
の
届
出

を
行
う
こ
と
で
、
経
過
措
置

の
対
象
と
な
る
。

　
「
設
置
工
事
が
完
了
し
な

い
」「
高
齢
で
レ
セ
プ
ト
枚
数

が
少
な
い
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
に
利
用
す
る
光
回
線
が

引
け
て
い
な
い
」
な
ど
が
該
当

す
る
。
猶
予
届
の
提
出
方
法
に

つ
い
て
は
本
紙
４
面
「
経
税
Ｑ

＆
Ａ
」
に
て
紹
介
し
て
い
る
の

で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
紙
レ
セ
プ
ト
で
請
求
を

し
て
い
る
場
合
、
経
過
措
置
の

申
請
は
必
要
な
い
。

　
協
会
に
は
800
件
を
超
え
る

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
紙
で
請
求
し
て
い
る
が
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
登
録
が

必
要
か
」「
業
者
と
連
絡
が

取
れ
な
い
た
め
、
４
月
ま
で

の
導
入
が
間
に
合
わ
な
い
が

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
」「
経

過
措
置
を
出
し
た
が
診
療
に

支
障
は
な
い
か
」「
導
入
し

た
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
高
い
。
資
格
な
し
と
い
う

患
者
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
」
な
ど
、
国
の
十
分
な

準
備
や
説
明
が
な
か
っ
た
影

響
に
よ
り
、
現
場
に
混
乱
を

き
た
し
て
い
る
。
何
か
ト
ラ

ブ
ル
が
起
こ
る
た
び
に
医
療

提
供
が
停
滞
し
、
十
分
な
医

療
提
供
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
最
大
の
問
題

だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
導
入
に
つ
い
て
は
任
意
で

あ
る
べ
き
で
、
導
入
を
義
務

化
す
る
こ
と
で
、
医
療
機
関

に
混
乱
を
も
た
ら
す
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
東
京
保
険
医
協
会

経
過
措
置
の
申
請

３
月
31
日

ま
で

保
険
医
ら
２
７
４
人
が
国
を
提
訴

オ
ン
資
義
務
化
は
「
違
憲
」

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
導
入
義
務
化

法律の委任がない法律の委任がない

健康保険法
第70条１項

療養担当規則
第３条

・「療養の給付」について
厚生労働省令に委任

・「資格確認」につ
いて医療機関（医
師側）に義務付け

××

東
京
保
険
医
協
会
の
保
険

医
ら
274
人
が
２
月
22
日
、
国

（
須
田
昭
夫
会
長
）
は
、『
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
不

存
在
確
認
等
請
求
訴
訟
』
を

提
訴
し
、
司
法
の
場
で
義
務

化
の
違
憲
性
や
違
法
性
を
明

確
に
し
て
い
く
。
保
険
医
で

あ
れ
ば
原
告
団
に
参
加
が
可

能
。
参
加
し
た
い
会
員
は
協

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
き
た
い
。（「
オ
ン
資
」
関

連
記
事
＝
２
・
３
・
８
面
）

を
相
手
取
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
を
行
う
こ
と
や
、

そ
れ
に
伴
う
必
要
な
体
制
の

整
備
の
義
務
が
な
い
こ
と
の

確
認
を
求
め
、
訴
訟
を
起
こ

し
た
。
ま
た
、
違
憲
、
違
法

な
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

義
務
化
に
あ
た
り
、
原
告
が

被
っ
た
精
神
的
苦
痛
に
対

し
、
原
告
一
人
当
た
り
10
万

円
の
慰
謝
料
の
支
払
い
を
求

め
て
い
る
。

同
協
会
は
、
23
年
４
月
施

行
予
定
の
省
令
（
改
正
療
養

担
当
規
則
）
に
関
し
て
、
憲

法
第
41
条
に
違
憲
・
違
法
性

が
あ
る
こ
と
、
医
療
活
動
の

オンライン資格確認システム導入義務化

原告団参加のご案内

当協会の会員の先生にはFAX、
デンタルブックメールニュース等
で、「オンライン資格確認義務不存
在確認等請求訴訟」原告団への参加
をご案内しております。提訴に賛同
し、原告団に参加していただける先
生は「原告団参加申込書」にご記入
のうえ、当協会までお送りください。
お問い合わせ☎：03-3205-2999

（東京歯科保険医協会）

自
由
に
対
す
る
権
利
侵
害
に

あ
た
る
こ
と
が
判
明
し
た
た

め
、
法
的
な
対
応
の
準
備
を

進
め
て
き
た
。

原
告
ら
は
、
健
康
保
険
法

第
70
条
１
項
が
厚
生
労
働
省

令
（
療
養
担
当
規
則
）
に
委

任
し
て
い
る
の
は
「
療
養
の

給
付
」
で
、
被
保
険
者
の

「
資
格
確
認
」
方
法
に
つ
い

て
は
委
任
の
内
容
に
含
ま
れ

な
い
点
を
指
摘
。
そ
の
上
で

療
養
担
当
規
則
で
の
義
務
化

は
、
法
の
委
任
の
範
囲
を
逸

脱
す
る
と
し
て
問
題
視
し
て

い
る
。

同
日
開
か
れ
た
会
見
に
は

複
数
の
メ
デ
ィ
ア
が
集
ま

り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
毎
日
新
聞
、

朝
日
新
聞
等
各
社
が
報
じ
て

い
る
。
当
協
会
で
も
本
訴
訟

に
伴
い
、
原
告
団
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

オ
ン
資
導
入
義
務
化
は
違
憲
と
し
て
保

険
医
ら
274
人
が
東
京
地
裁
に
提
訴
し
た

「南海トラフ巨大地震の震度分布」気象庁ホームページ

（ 1） 第６３６号 ２０２３年（令和５年）３月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）
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表１－１：「医シ」の４月からの変更点

表１－２：初診時の標準的な問診票の項目など

表１－３：「医シ」の施設基準

区 分 ３月末まで ４月以降 差 額
歯科鋳造用金銀
パラジウム合金

1ｇ当たり
(30ｇ当たり)

3,711円
(111,330円)

3,391円
(101,730円)

▲320円
(▲9,600円)

歯科鋳造用銀合金
第１種

1ｇ当たり
(30ｇ当たり)

144円
(4,320円)

151円
(4,530円)

7円
(210円)

歯科鋳造用銀合金
第２種

1ｇ当たり
(30ｇ当たり)

177円
(5,310円)

184円
(5,520円)

7円
(210円)

歯科鋳造用14カラ
ット金合金鉤用

1ｇ当たり
(30ｇ当たり)

6,495円
(194,850円)

6,579円
(197,370円)

84円
(2,520円)

歯
科
用
貴
金
属
価
格
改
定

４
月
か
ら
金
パ
ラ
の
み
引
き
下
げ　

表１：各種貴金属の告示価格の変更

図１：素材価格の推移
２
月
15
日
開
催
の
中
央
社
会

保
険
医
療
協
議
会
総
会
で
、

４
月
に
行
わ
れ
る
歯
科
用

貴
金
属
価
格
の
随
時
改
定

が
議
論
さ
れ
た
。
歯
科
鋳

造
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合

金
（
以
下
、「
金
パ
ラ
」）

の
平
均
素
材
価
格
が
、
昨

年
８
月
～
10
月
と
比
べ
て

昨
年
11
月
～
今
年
１
月
が

下
が
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
４
月
以
降
の
金
パ
ラ

の
告
示
価
格
は
引
き
下
げ

と
な
っ
た
。
一
方
、
そ
の

他
の
金
属
は
引
き
上
げ
に

な
る
（
表
１
）。

金
パ
ラ
の
価
格
引
き
下

げ
に
つ
い
て
は
、
素
材
で

あ
る
パ
ラ
ジ
ウ
ム
の
価
格

が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る（
図

１
）。４

月
以
降
の
点
数
に
つ

４
月
か
ら
再
診
時
も
オ
ン
資
の
加
算

問
診
な
ど
で
情
報
確
認
が
必
要

　
４
月
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
（
以

下
、「
オ
ン
資
」）
お
よ
び
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
を
導
入
し
た

医
療
機
関
で
算
定
で
き
る

「
医
療
情
報
・
シ
ス
テ
ム
基

盤
整
備
体
制
充
実
加
算
」

（
以
下
、「
医
シ
」）
が
一
部

変
更
さ
れ
、
再
診
時
に
も
算

定
で
き
る
よ
う
に
な
る
（
表

１
―
１
参
照
）。
初
診
時
の

医
シ
は
標
準
的
な
項
目
を
含

ん
だ
問
診
票
を
使
用
す
る
必

要
が
あ
る
が
（
表
１
―
２
参

照
）、
再
診
時
の
「
医
シ
」

は
、
問
診
な
ど
に
よ
り
他
院

の
処
方
を
含
む
薬
剤
情
報
や

必
要
に
応
じ
て
健
診
情
報
な

ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
要
件

と
な
っ
て
い
る
。
情
報
確
認

が
必
須
で
あ
り
、「
オ
ン

資
」
を
導
入
す
れ
ば
自
動
的

に
算
定
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。

―
オ
ン
資
導
入
後
は

院
内
掲
示
も
必
要

　「
医
シ
」
の
算
定
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
４
月
か
ら

「
オ
ン
資
」
の
導
入
後
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

資
格
確
認
が
で
き
る
こ
と
を

院
内
掲
示
す
る
必
要
が
あ

る
。
患
者
に
、
健
康
保
険
証

で
は
な
く
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
持
参
さ
せ
よ
う
と
働

き
か
け
る
狙
い
が
窺
が
え

る
。

―
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
へ
の

誘
導
も

　
ま
た
、「
医
シ
」
の
施
設

基
準
に
特
例
措
置
が
設
け
ら

れ
、
今
年
の
12
月
31
日
ま
で

に
レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
を
開
始
す
る
旨
を
届
け

出
る
こ
と
を
条
件
に
、「
オ

ン
資
」
は
導
入
し
た
が
レ
セ

プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
は

行
っ
て
い
な
い
医
療
機
関
で

も
「
医
シ
」
を
算
定
で
き
る

（
表
１
―
３
参
照
）。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と

共
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
へ

の
誘
導
も
図
ら
れ
て
い
る
。

―
一
般
名
処
方
加
算
も

院
内
掲
示
が
必
要
に

　
医
薬
品
供
給
が
不
安
定
な

状
況
を
踏
ま
え
て
適
切
な
処

方
を
す
る
な
ど
の
観
点
か

ら
、
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の

間
、
一
般
名
処
方
加
算
お
よ

び
外
来
後
発
医
薬
品
使
用
体

制
加
算
が
２
点
引
き
上
げ
ら

れ
る
特
例
措
置
も
設
け
ら
れ

る
。

　
引
き
上
げ
に
際
し
て
は
院

内
掲
示
の
扱
い
が
変
更
さ

れ
、
一
般
名
処
方
加
算
の
場

合
は
、
医
薬
品
の
供
給
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
一
般

名
処
方
の
趣
旨
を
患
者
に
十

分
に
説
明
す
る
こ
と
を
院
内

掲
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
外
来
後
発
医
薬
品
使
用
体

制
加
算
の
場
合
は
、
施
設
基

準
を
届
け
出
し
て
い
る
こ
と

に
加
え
て
、
①
医
薬
品
の
供

給
が
不
足
し
た
場
合
に
処
方

変
更
な
ど
の
対
応
が
で
き
る

体
制
を
整
備
し
て
い
る
こ

と
、
②
医
薬
品
の
供
給
状
況

に
よ
っ
て
投
与
す
る
薬
剤
を

変
更
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
、
③
変
更
す
る
場
合
に
は

患
者
に
十
分
に
説
明
す
る
こ

と
、
の
３
点
を
院
内
掲
示
す

る
。

　
な
お
、
今
回
の
特
例
措
置

に
際
し
て
届
出
を
行
う
必
要

は
な
い
。

資格確認の方法 加算（外来のみ。訪問診療時は算定不可） 情報の確認３月末まで ４月～ 12月

初診

マイナ保険証
（診療情報も取得）

加算２（２点）
※１ ※２ 標準的な項目を含む

問診票を使用（図１
－２参照）健康保険証 加算１（４点） 加算１（６点）

再診 健康保険証 －
加算３（２点） 
・月１回限り 
※２※３※４

問診などで、他院の
処方を含む薬剤情報
や必要に応じ歯科健
診などの健診情報な
どを確認

※１：システムに診療情報がない場合または他院から診療情報の提供を受けた場合も含む。
※２：マイナンバーカードの破損または電子証明書が失効している場合、ならびに患者の同意が得
　　　られずシステムから診療情報を取得できない場合は、初診時は加算２ではなく加算１を算定
　　　する。再診時は加算３を算定できる。
※３：他院から診療情報の提供を受けた場合は該当せず、加算３は算定できない。
※４：電話再診の時、ならびに同月に加算１または２を算定している時には、加算３は算定できない。

※１：自院の問診票に不足している項目があった場合、別紙で作成して併用することでもよい。
※２：①で同意した患者の場合は、直近１カ月以内の処方薬を除き、記載を省略可能。
※３：①で同意した患者の場合は、記載を省略可能。

※１：ホームページなどに掲載とは、①自院のホームページへの掲載、②自治体、地域歯科
　　　医師会等のホームページまたは広報誌への掲載、③医療機能情報提供制度への掲載、
　　　などが該当する。

問診票の項目
※１

①マイナ保険証による診療情報の取得に同意したか
②他の医療機関からの紹介状を持っているか
③本日受診した症状について（症状の内容、発症時期、経過等）
④現在、他院に通院しているか（医療機関名、受診日、治療内容等）
⑤現在、処方されている薬があるか（薬剤名、用量、投薬期間等）※２
⑥これまでに大きな病気（入院や手術を要する病気等）にかかったことがあるか（病名、時　
　期、医療機関名、治療内容 等）
⑦この１年間で健診（特定健診、高齢者健診、歯科健診）を受診したか（受診時期、指摘事
　項等）※３

⑧これまでに薬や食品などでアレルギーを起こしたことがあるか（原因となったもの、症状等）

⑨ （女性の場合のみ）現在、妊娠中または授乳中であるか（妊娠週数 等）

上記以外に問
診票などに記
載が必要なも
の

当院は診療情報を取得・活用することにより、質の高い医療の提供に努めています。正確な
情報を取得・活用するため、マイナ保険証の利用にご協力をお願いいたします。

◆医療情報・システム基盤整備体制充実加算（初診時） 
加算１：４点、加算２：２点（マイナ保険証を利用した場合）

施設基準
（届出不要）

① オンライン請求をしている
② オンライン資格確認システムを導入している
③ 次の事項を見やすい場所及びホームページなどに掲示　※１
(ア)オンライン資格確認の体制を有している
(イ)受診歴、薬剤情報、特定健診情報その他必要な診療情報を取得・活用
     して診療する

特例措置

①2023年12月31日までにオンライン請求を開始する届出を行う場合、４月
   ～ 12月までの間は、オンライン請求をしていない医療機関でも施設基
   準を満たしているとみなす
② 次のいずれかの方法で、「別添７の様式２の５」を記入して届け出する。
   届け出後は翌月から算定できるが、４月からの分については４月10日が
   届出期限となる
（ア）届出書類（電子ファイル）をonline-seikyu@mhlw.go.jpへ
　　　メール
（イ）紙媒体で届出する場合、関東信越厚生局東京事務所に郵送する

「医シ」の特例措置の
届出用紙はこちら

2月15日中医協資料より協会作成

い
て
は
、
今

後
発
出
さ
れ

る
通
知
で
明

ら
か
に
さ
れ

る
。
通
知
が

発
出
さ
れ
次

第
、
デ
ン
タ

ル
ブ
ッ
ク
メ

ー
ル
ニ
ュ
ー

ス
、
機
関
紙

等
で
お
知
ら

せ
す
る
。

 

高
橋
英
登
氏
が
当
選

　
２
月
14
日
、
日
本
歯
科

医
師
会
会
長
予
備
選
挙
の

投
開
票
が
行
わ
れ
た
。
今

回
、
高
橋
英
登
氏
、
柳
川

忠
廣
氏
、
小
林
慶
太
氏
の

３
氏
が
立
候
補
し
て
い
た

が
、
開
票
の
結
果
、
高
橋

氏
が
319
票
を
得
て
初
当
選

し
た
。
柳
川
氏
は
283
票
、

小
林
氏
は
26
票
で
あ
っ

た
。
今
回
当
選
し
た
高
橋

氏
は
、
高
橋
氏
ご
自
身
を

含
む
理
事
候
補
者
24
名
以

内
の
名
簿
、
お
よ
び
候
補

者
ご
と
の
誓
約
書
な
ど
を

用
意
し
、
４
月
16
～
19
日

ま
で
に
選
挙
管
理
委
員
会

に
提
出
。
定
時
代
議
員
会

で
代
議
員
投
票
に
よ
る
理

事
選
任
が
行
わ
れ
、
同
代

議
員
会
終
了
後
の
理
事
会

で
選
任
さ
れ
た
理
事
の
中

か
ら
代
表
理
事
（
会
長
）

が
選
出
さ
れ
る
。

　本紙では、会員の先生からの投稿を募集しています。歯科医療に
対する考え、診療のエピソードなど…ご自身の想いをつづってみ
ませんか。採用分につきましては、編集・校正を経て、本紙面に掲載い
たします。ご興味のある方は右記QRコードを読み込み、フォームか
らお問い合わせいただくか、☎03（3205）2999までお電話ください。

新聞に投稿してみませんか？新聞に投稿してみませんか？🖊🖊

東
京
都 

２
０
２
１
年
度
の
個
別
指
導
32
件

　
厚
生
労
働
省
は
「
令

和
３
年
度
に
お
け
る
保

険
医
療
機
関
等
の
指
導

・
監
査
等
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
（
概
況
）」

を
公
表
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
2
０
２
１
年

度
の
東
京
の
歯
科
で
は

保
険
医
療
機
関
ベ
ー
ス

で
、
個
別
指
導
32
件
、

新
規
個
別
指
導
45
件
、

監
査
３
件
が
実
施
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
前
年
と
比
べ
、
個
別

指
導
は
８
件
減
少
、
新

規
個
別
指
導
は
48
件
減

少
、
監
査
は
３
件
減
少

し
て
お
り
、
全
国
的
な

傾
向
で
あ
る
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
指
導
の
延
期

が
起
き
た
こ
と
が
、
減

少
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

―
厚
労
省
が
指
導
日
程

の
開
示
を
認
め
る

　
ま
た
、
指
導
の
日
程

に
つ
い
て
、
厚
生
局
は

こ
れ
ま
で
開
示
を
し
な

い
方
針
を
取
っ
て
い
た

が
、
こ
の
度
、
協
会
が

行
っ
た
不
服
請
求
に
よ

り
、
指
導
日
程
を
黒
塗

り
す
る
こ
と
に
は
正
当

な
理
由
が
な
い
と
し
、

開
示
が
認
め
ら
れ
、
22

年
度
の
指
導
日
程
は
開

示
さ
れ
て
い
る
。

　
間
も
な
く
年
度
が
切

り
替
わ
る
が
、
23
年
度

の
指
導
日
程
も
明
ら
か

に
な
り
次
第
、
会
員
に

お
知
ら
せ
す
る
。

前年に比べて実施件数が減少



東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（ 3） 第６３６号 ２０２３年（令和５年）３月１日（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

　当協会は本年４月で設立から５０年という節目を迎えます。
　設立当初、会員数は１８０名ほどでしたが、５０年の時を経て、およ
そ６，０００名が入会する団体に大きく成長することができました。こ
れも会員の皆様のおかげと心より感謝申し上げます。
　設立５０周年を祝して、右記の日程でイベントを開催する運びとなり
ました。詳細は次号以降、順次ご案内いたします。 
　この記念すべき節目を会員の皆様とお祝いできるよう、しっかり準備
して参る次第です。どうぞ、皆様奮ってご参加のほど、よろしくお願い
いたします。        　　　　　　　（５０周年記念企画・運営委員会）

50周年記念イベント
　日時 2023年９月10日（日）午後１時00分～６時00分（予定）

　場所
都市センターホテル
（東京都千代田区平河町２-４- １）
URL：https://www.rihga.co.jp/toshicenter/

　イベント内容、予約等 シンポジウム（予定）およびレセプション
　※詳細につきましては、次号以降ご案内いたします

東京歯科保険医協会は2023年東京歯科保険医協会は2023年４４月に月に設立設立５０５０周年周年を迎えますを迎えます

The genera t ion  Z

～２人の歯学部バイト生に見る“Z世代”気質～

橋村　威慶 （はしむら ・ たかよし） ／文京区

な
動
き
が
必
要
で
、
得
た
情
報
が
端

的
な
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

情
報
の
受
け
止
め
方
は
行
動
に
も

影
響
す
る
。
ネ
ッ
ト
社
会
以
前
は
、

苦
労
し
て
得
た
情
報
は
個
人
ベ
ー
ス

と
い
う
よ
り
も
情
報
そ
の
も
の
が
優

先
さ
れ
た
動
き
が
往
々
に
し
て
あ
っ

た
。
故
に
、
多
く
の
人
が
同
様
な
動

き
を
す
る
世
代
、
世
相
で
あ
っ
た
と

も
言
え
る
。

だ
が
、
Ｚ
世
代
は
違
う
。
大
量
に

得
ら
れ
た
情
報
を
自
然
に
フ
ワ
ッ
と

受
け
止
め
、
周
囲
と
自
分
を
省
み
な

が
ら
バ
ラ
ン
ス
良
く
や
っ
て
い
く
。

こ
の
感
覚
は
上
の
世
代
に
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
上
の
世
代
に

と
っ
て
は
、
Ｚ
世
代
の
考
え
や
行
動

は
甘
い
と
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
、
当
院
に
２
人
の
Ｚ
世
代
の
歯

学
部
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
働
い

て
い
る
。
い
ず
れ
も
当
院
を
選
ん
だ

き
っ
か
け
は
縁
故
で
は
な
く
、
求
人

広
告
を
見
て
来
た
と
い
う
こ
と
。
両

者
と
も
授
業
や
実
習
が
忙
し
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
時
間
が
許
す
限
り
ア
ル

バ
イ
ト
の
た
め
に
や
っ
て
来
る
。
働

き
な
が
ら
歯
科
の
器
具
を
覚
え
た

り
、
患
者
さ
ん
の
対
応
を
見
学
し
た

り
し
て
、
そ
の
熱
意
が
自
ず
と
伝
わ

っ
て
く
る
。

私
は
初
め
、
ど
う
し
て
歯
科
医
院

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
の
か
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
。
先
の
未
来
で
嫌
で
も

ず
っ
と
携
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
は
他

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
ほ
う
が
、
視

野
が
広
ま
っ
て
良
い
の
で
は
な
い

か
。
し
か
し
、
こ
の
動
き
こ
そ
が
前

述
し
た
Ｚ
世
代
の
特
徴
で
あ
る
。
歯

科
治
療
の
現
場
に
自
ら
赴
く
こ
と
に

よ
り
、
多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
将
来
に
向
け
て
自
分

の
特
性
を
見
定
め
る
判
断
材
料
と
も
な

る
。「
も
し
か
し
て
、
自
分
は
歯
科

医
療
自
体
に
向
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
」も
含
め
て
Ｚ
世
代
は
賢
く
動
く
。

私
た
ち
は
、
私
た
ち
に
は
な
い
こ

の
柔
軟
な
動
き
を
見
習
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
後
生
畏
る
べ
し
、
私
は

Ｚ
世
代
と
と
も
に
理
解
し
尊
敬
し
合

う
関
係
で
あ
り
た
い
と
思
う
。
全
力

で
こ
の
２
人
を
応
援
し
て
い
き
た

い
。

会員寄稿 「声」

院
内
感
染
防
止
対
策
講
習
会

Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
会
場
で
開
催

　
協
会
は
２
月
17
日
、院
内

感
染
防
止
対
策
講
習
会
を
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
お
よ
び
、

協
会
会
議
室
に
て
開
催
し

た
。22
年
４
月
の
診
療
報
酬

改
定
で
歯
科
点
数
表
の
初
診

料
の
注
１
の
施
設
基
準（
歯

初
診
）の
研
修
内
容
が
新
た

に
追
加
さ
れ
、今
年
３
月
末

ま
で
に
再
度
の
受
講
が
必

要
。協
会
で
は
３
月
に
も
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
お
よ
び

会
場
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
だ
受
講
を
し
て
い
な
い
会

員
の
方
は
、期
日
ま
で
に
受
講

し
て
い
た
だ
き
た
い（
関
連
記

事
＝
５
面
「
研
究
会・
行
事
ご

案
内
」
）。

確
定
申
告・個
別
相
談
会

顧
問
税
理
士
２
氏
が
対
応

２
月
16
日
、協
会
は「
２
０

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
で

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
１（
歯

援
診
１
）の
施
設
基
準
の
要
件
の
う

ち
、訪
問
診
療
１
ま
た
は
２
の
算
定

実
績
が
、過
去
１
年
以
内
に
「
15
回

以
上
」
か
ら
「
18
回
以
上
」
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
。一
方
で
、歯
援
診
２
の

場
合
は
、過
去
１
年
以
内
に
「
10
回

以
上
」
か
ら
「
４
回
以
上
」
に
引
き

下
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
22
年
３
月
末
に
お
い

て
歯
援
診
１
を
届
け
出
て
い
る
医
療

機
関
は
、①
経
過
措
置
が
終
了
す
る

23
年
４
月
以
降
も
歯
援
診
１
を
継
続

す
る
場
合
、ま
た
は
②
歯
援
診
１
の

算
定
実
績
を
満
た
せ
ず
に
23
年
４
月

以
降
は
歯
援
診
２
に
変
更
す
る
場

合
、23
年
３
月
末
ま
で
に
届
出（
①
は

歯
援
診
１
、②
は
歯
援
診
２
）を
関
東

信
越
厚
生
局
東
京
事
務
所
に
行
う
必

要
が
あ
る
。歯
援
診
を
届
出
し
て
い

る
場
合
に
は
注
意
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
な
お
、歯
援
診
２
の
届
出
を
し
て
い

る
医
療
機
関
が
23
年
４
月
以
降
も
歯

援
診
２
を
継
続
す
る
場
合
は
、届
出

は
必
要
な
い
。

―
歯
援
診
の
届
出
を
し
て
い
る
か

分
か
ら
な
い
場
合

　
歯
援
診
１
ま
た
は
２
を
届
出
し
て

い
る
か
否
か
が
不
明
な
場
合
は
、関

東
信
越
厚
生
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

あ
る
「
保
険
医
療
機
関・
保
険
薬
局

の
施
設
基
準
の
届
出
受
理
状
況
及
び

保
険
外
併
用
療
養
費
医
療
機
関
一

覧
」
よ
り
、自
院
の
施
設
基
準
の
届

出
状
況
を
確
認
で
き
る（
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
参
照
）。ま
た
、再
度
の
届
出
を
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、歯
援
診
の
研
修
を

新
た
に
受
講
す
る
必
要
は
な
く
、以

前
に
受
講
し
た
研
修
で
の
届
出
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

歯
援
診
1
に
係
る
施
設
基
準
の
届
出

３月末までの再度の届出を忘れずに

２
２
年
分
確
定
申
告・
個
別

相
談
会
」を
開
催
し
、会
員
６

施設基準の届出受理状況

こ
れ
か
ら
は
、
Ｚ
世
代
が
社
会
の
中

心
に
な
っ
て
行
く
。
一
般
的
に
１
９
９

０
年
代
後
半
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
生

ま
れ
た
世
代
を
指
す
Ｚ
世
代
。
私
見
だ

が
、
こ
の
世
代
の
特
徴
は
与
え
ら
れ
た

情
報
を
柔
軟
に
受
け
止
め
、
各
個
人
が

そ
れ
を
自
分
に
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
る
能
力

を
持
つ
こ
と
だ
と
感
じ
る
。

Ｚ
世
代
が
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
ネ
ッ

ト
社
会
で
あ
り
、
受
動
的
か
つ
包
括
的

に
情
報
を
入
手
で
き
る
環
境
が
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
私
を
含
め
団
塊
ジ
ュ
ニ

ア
以
前
は
情
報
を
欲
す
る
時
に
能
動
的

～２人の歯学部バイト生に見る“Z世代”気質～

橋村威慶 （はしむら ・

たかよし） ／文京区

イ
ン
ボ
イ
ス
事
業
者
の

届
出
は
熟
慮
が
必
要

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
２

０
２
３
年
10
月
１
日
か
ら

開
始
さ
れ
る
。こ
れ
に
伴

い
、「
適
格
請
求
書（
イ
ン
ボ

イ
ス
）登
録
事
業
者
へ
の
登

録
を
3
月
31
日
ま
で
に
行

う
よ
う
に
」と
催
促
す
る
連

絡
が
あ
っ
た
と
い
う
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、登
録
を
行
う

と
、消
費
税
の
免
税
事
業
者

で
は
な
く
、課
税
事
業
者
と

な
り
、消
費
税
の
納
税
な
ど

が
必
要
と
な
る
た
め
、熟
慮

が
必
要
で
あ
る
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
事
業

者
へ
の
登
録
は
3
月
31
日

ま
で
に
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
が
、税
制
改
正
大
綱

に
、「
令
和
5
年
10
月
1
日

か
ら
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
の
登
録
を
受
け
よ
う

と
す
る
事
業
者
が
、そ
の
申

請
期
限
後
に
提
出
す
る
登

録
申
請
書
に
記
載
す
る
困

難
な
事
情
に
つ
い
て
は
、運

用
上
、記
載
が
な
く
と
も
改

め
て
求
め
な
い
も
の
と
す

る
」と
さ
れ
た
た
め
、実
質

的
に
９
月
30
日
ま
で
に
提

出
を
す
れ
ば
良
い
こ
と
と

な
っ
た
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
事
業

者
と
は
事
実
上
、消
費
税
課

税
事
業
者（
簡
易
課
税
含

む
）に
な
る
た
め
、あ
わ
て

て
登
録
を
し
て
し
ま
う
と
、

本
来
は
免
税
事
業
者
と
し

て
消
費
税
を
納
め
る
必
要

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

消
費
税
の
納
税
や
そ
れ
に

伴
う
事
務
が
増
え
て
し
ま

う
。

―
４
月
号
に
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
概
要
を
紹
介

　
協
会
で
は
本
紙
４
月
号

に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概

要
を
掲
載
す
る
予
定
だ
。ぜ

ひ
、本
当
に
登
録
が
必
要
か

を
検
討
し
た
う
え
で
対
応

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

１
月
28
日
、
第
35
回
東

京
反
核
医
師
の
会
総
会
・
記

念
講
演
が
当
協
会
会
議
室
・

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
さ
れ

17
人
が
参
加
。
当
協
会
か
ら

は
矢
野
正
明
理
事
が
代
表

委
員
と
し
て
参
加
し
た
。

　
冒
頭
、
東
友
会
（
東
京

の
被
爆
者
団
体
）
代
表
理

事
の
家
島
昌
志
氏
か
ら
挨

拶
が
あ
り
「
戦
争
被
爆
国

で
あ
る
日
本
が
核
兵
器
廃

東
京
反
核
医
師
の
会
が
総
会
・
記
念
講
演

絶
に
向
け
て
進
む
べ

き
な
の
に
、
未
だ
核

兵
器
禁
止
条
約
へ
の

批
准
国
に
な
っ
て
い

な
い
」
と
指
摘
し
た
。

総
会
で
は
、
22
年
の

活
動
報
告
・
決
算
、

23
年
活
動
計
画
・
予

算
案
の
報
告
が
あ

り
、
承
認
さ
れ
た
。

　
記
念
講
演
は
、
太

平
洋
核
被
災
支
援
セ

ン
タ
ー
共
同
代
表
の

濵
田
郁
夫
氏
が
「
太

平
洋
核
実
験
と
ビ
キ

ニ
被
ば
く
船
員
訴
訟

の
意
義
」
と
題
し
て

行
っ
た
。

54
年
米
国
の
ビ
キ

ニ
水
爆
実
験
で
は
第

五
福
竜
丸
だ
け
で
は

な
く
、
多
く
の
漁
船

が
被
爆
し
、
内
部
被

曝
し
た
船
員
に
が
ん

が
多
発
し
た
。
ビ
キ

ニ
水
爆
被
害
を
め
ぐ

る
日
米
の
政
治
決
着

で
被
爆
の
実
態
が
隠

蔽
さ
れ
て
き
た
。
現

在
、
旧
船
員
た
ち
に

よ
る
国
賠
訴
訟
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
濵
田
氏
は
訴
訟
へ

の
支
援
と
世
界
の
核

被
爆
者
や
様
々
な
知

識
の
あ
る
団
体
が
手

を
繋
い
で
い
く
こ
と

が
大
事
と
訴
え
た
。

名
が
会
場
を
訪
れ
、顧
問
税

理
士
の
櫻
木
敦
子・
枇
杷
阪

隆
貴
両
氏
が
対
応
し
た
。当

日
は
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
し
た

会
員
が
多
く
、実
際
に
使
用

す
る
会
計
ソ
フ
ト
を
用
い
な

が
ら
、確
定
申
告
の
不
安
な

点
等
を
顧
問
税
理
士
に
相

談
。税
理
士
が
、「
基
本
的
な

税
務
の
取
り
扱
い
」「
確
定
申

告
書
の
記
載
方
法
」「
電
子
申

告
」「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」「
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入

機
器
の
税
務
処
理
」な
ど
に

つ
い
て
、詳
細
に
回
答
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
不
安
な

こ
と
が
解
決
で
き
て
良
か
っ

た
」「
個
別
で
し
っ
か
り
と
相

談
に
乗
っ
て
い
た
だ
い
た
の

で
、安
心
し
て
確
定
申
告
が

で
き
ま
す
」「
丁
寧
に
教
え
て

い
た
だ
き
、と
て
も
助
か
り
ま

し
た
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

―
無
料
相
談
会
を
開
催

　
協
会
で
は
、こ
の
個
別
相

談
と
は
別
に
毎
月
第
３
木
曜

日
に
無
料
税
務
相
談
を
行
っ

て
お
り（
次
回
は
３
月
16
日
）、

歯
科
に
詳
し
い
税
理
士
に
無

料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

る
。ま
た
、『
保
険
医
の
経
営

と
税
務
』の
書
籍
を
会
員
に

１
冊
無
料
で
配
布
し
て
い
る

（
関
連
記
事
＝
４
面
」
）。



ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト

製作、運用、コン

サルティングを行

い歯科関連サイト

の運用は常時120

件を数える。
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協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

日日  時時：：３月16日（木） 午後2時～5時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は1人 1時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 
 

無料相談
相談 

 

トトララブブルル防防止止はは早早めめのの対対処処ががポポイインントト  

 
法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

むむ 

fa
c
e
 b
o
o
k

Q　猶予届出書を提出しないとどうなるの
か。

A　届出をしないと、療養担当規則を遵守A　届出をしないと、療養担当規則を遵守
していないと見なされる可能性がありましていないと見なされる可能性がありま
す。また、補助限度額（※）の減額およびす。また、補助限度額（※）の減額および
補助率の減少となる場合もあります。補助率の減少となる場合もあります。
(※補助限度額：最大42.9万円から32.1万円(※補助限度額：最大42.9万円から32.1万円
まで、補助率：まで、補助率：４４分の分の４４からから４４分の分の３３まで)まで)

Q　猶予届はどのように届出をするのか？

A　届出方法は以下のA　届出方法は以下の２２種類です。種類です。

①「オンライン資格確認医療機関等向けポ①「オンライン資格確認医療機関等向けポ
ータルサイト」のマイページにログインータルサイト」のマイページにログイン
し、WEBフォームから届出 し、WEBフォームから届出 

②郵送による届出②郵送による届出

　上記①のＷＥＢフォームによる届出や資　上記①のＷＥＢフォームによる届出や資
料のアップロードが困難な場合には、②の料のアップロードが困難な場合には、②の
通り、紙で猶予届出書を支払基金に郵送す通り、紙で猶予届出書を支払基金に郵送す
ることで、届出ができます。ることで、届出ができます。
　しかし、紙での届出を行った場合、内容　しかし、紙での届出を行った場合、内容
の不備等に係る確認に時間を要し、受理にの不備等に係る確認に時間を要し、受理に
遅れが生じることがあります。WEBフォー遅れが生じることがあります。WEBフォー
ムでの届出ができる先生は、WEBフォームムでの届出ができる先生は、WEBフォーム
からの届出をおすすめします。からの届出をおすすめします。

～届出はこちらから～
①WEBフォーム①WEBフォーム

経営・税務相談Q＆A  No.402

オンライン資格確認オンライン資格確認

システムの猶予についてシステムの猶予について

相談室

ITIT

永田 康祐
クレセル株式会社

歯
科
診
療
所
の
床
面
積
と

同
様
に
、
Ｐ
Ｃ
を
購
入
す
る

資
金
に
も
限
り
が
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
同
じ
機
密
情
報
を
取
り

扱
う
な
ら
「
レ
セ
コ
ン
と
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
の
Ｐ
Ｃ
を
同
じ
も
の
に
し

て
運
用
し
た
い
」
と
思
う
の

が
自
然
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
回
は
こ
の
２
つ
の
役

割
を
１
台
の
Ｐ
Ｃ
に
集
約
し

た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
を
考
え
て
み
ま
す
。

ま
ず
前
提
と
し
て
、
厚
労

省
は
レ
セ
コ
ン
と
同
一
の
院

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
う
こ

と
を
想
定
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
義
務
化
し
て
い
ま
す
。
既

に
Ｉ
Ｐ
―
Ｖ
Ｐ
Ｎ
に
接
続
さ

れ
て
い
る
レ
セ
コ
ン
を
使
用

し
て
い
る
診
療
所
で
は
、
既

レセコン＆オンライン資格確認システム

１１台のＰＣ台のＰＣで運用した場合の
メリットメリットとデメリットデメリットは？

存
の
院
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
す
る
こ
と
で
新
た
な
院

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
増
設
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

管
理
者
は
、
管
理
す
べ
き
Ｐ

Ｃ
の
設
置
が
１
台
に
限
定
さ
れ

る
の
で
、
気
持
ち
と
し
て
負
担

が
軽
く
な
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら

に
、
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
る
診

療
所
で
は
、
複
数
台
の
Ｐ
Ｃ
を

置
く
こ
と
が
難
し
い
状
況
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
院
内
が
Ｉ
Ｔ
企

業
の
よ
う
に
、
多
数
の
Ｐ
Ｃ
が

並
ぶ
無
機
質
な
レ
イ
ア
ウ
ト
に

な
り
づ
ら
い
と
い
う
点
も
メ
リ

ッ
ト
で
す
。
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
あ
る
程
度
容
易
に
想
定
で

き
る
と
思
い
ま
す
が
、
問
題
は

デ
メ
リ
ッ
ト
に
対
す
る
考
え
方

で
す
。

ま
ず
最
も
ネ
ッ
ク
に
な
る
の

は
、
レ
セ
コ
ン
に
も
接
続
さ
れ

た
Ｐ
Ｃ
を
受
付
に
設
置
し
て
、

常
に
患
者
さ
ん
の
目
に
触
れ
る

場
所
で
運
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
で
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医療機関等向けポータルサイト
ログイン画面ログイン画面

猶予届(Excel) 猶予届(PDF)
Q　オンライン資格確認システムの経過措

置が出されたが、どのような保険医療
機関が当てはまるのか。

A　オンライン資格確認システムの導入のA　オンライン資格確認システムの導入の
原則義務化について、2023年原則義務化について、2023年３３月時点で、月時点で、
やむを得ない事情がある保険医療機関につやむを得ない事情がある保険医療機関につ
いては、経過措置が以下の類型で設けられいては、経過措置が以下の類型で設けられ
ました。ました。

①2023年①2023年２２月末までに契約締結したが、シ月末までに契約締結したが、シ
ステム整備が未完了ステム整備が未完了

②オン資に接続可能な光回線が整備されて②オン資に接続可能な光回線が整備されて
いないいない

③訪問診療のみを行う③訪問診療のみを行う
④診療所等が改築工事中または臨時施設で④診療所等が改築工事中または臨時施設で
診療を行っている診療を行っている

⑤廃止・休止に関する計画を定めている⑤廃止・休止に関する計画を定めている
⑥その他、特に困難な事情がある⑥その他、特に困難な事情がある

　なお、紙レセプトで診療報酬を請求して　なお、紙レセプトで診療報酬を請求して
いる保険医療機関は届出をする必要はありいる保険医療機関は届出をする必要はあり
ません。ません。
　上記の類型に当てはまる保険医療機関　上記の類型に当てはまる保険医療機関
は、経過措置の対象です。猶予届出書を提は、経過措置の対象です。猶予届出書を提
出することで、義務化が一定期間猶予され出することで、義務化が一定期間猶予され

②郵送②郵送
申請書類（Excel、PDF）をダウンロード申請書類（Excel、PDF）をダウンロード
し、必要事項を記載して、社会保険診療報酬し、必要事項を記載して、社会保険診療報酬
支払基金　医療情報化支援助成課に郵送して支払基金　医療情報化支援助成課に郵送して
ください。ください。

（送付先）（送付先）
 〒105-0004 東京都港区新橋 〒105-0004 東京都港区新橋２２丁目丁目１１番番３３号 号 
社会保険診療報酬支払基金 医療情報化支援社会保険診療報酬支払基金 医療情報化支援
助成課 行助成課 行
※封筒の表面に、赤字で「猶予届出書在中」と記載。※封筒の表面に、赤字で「猶予届出書在中」と記載。
　詳しくは、厚労省発の通知（QRコード）を　　詳しくは、厚労省発の通知（QRコード）を　
　ご確認ください。　ご確認ください。
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確定申告はもちろん、日々悩みがちな従業員の税務にも役立つ

２０２３年度の最新の税務対応版を発行

書籍『保険医の経営と税
務 2023年版』のご案内で
す。日常に役立つ「医業所
得の計算」「措置法」「スタ
ッフの税務と給与実務の留
意点」など、最新の税務情
報にアップデートし、解説
しています。さらに、歯科
保険医の確定申告に必要な
税務の内容に加え、コロナ
関連の助成金や2023年度税
制改正大綱のポイントなど
も盛り込まれています。ぜ
ひご一読ください。
書籍をご希望の方は、右
下のQRコードを読み込み、必要
事項とアンケートをご入力のうえ、お申し込みください。
※会員に１冊無料でお送りします。２冊目
 以降は、有料（１冊1,500円）での販売と
 なります。 
※書籍はお申し込み後、発送まで１週間程
 度お時間をいただいておりますので、予
 めご了承ください。 申し込みフォーム

書籍書籍 「保険医の経営と税務  「保険医の経営と税務 ２０２３２０２３年版」年版」

１１冊無料冊無料📚📚

医療機関等向けポータルサイト医療機関等向けポータルサイト

ます。経過措置対象の保険医療機関は、猶ます。経過措置対象の保険医療機関は、猶
予届を遅くとも23年予届を遅くとも23年３３月31日までに届出す月31日までに届出す
る必要があります。る必要があります。
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

研究会・行事
ご案内

　今回は「歯科のデジタル化の今後」をメインテーマに開催します。オンラ
イン資格確認については、導入時に苦労する点や経過措置の届出方法などを
懇談会開催時点で判明している最新情報で解説。また、本年 10 月から開始
されるインボイス制度が歯科医院にどの程度必要なのか、一方で電子帳簿保
存法や電子カルテは導入すべきなのか、などタイムリーな内容を中心に懇談
します。先生方の経営上のお悩みを解決しませんか？ 
　ご参加の方には、事前アンケートにご質問事項やお悩みの点などをご記入い
ただきます。今後出される情報など、最新の情勢に応じて内容を変更いたしま
すので、ぜひご参加ください。

定　員　各回 20 名程度 
対象者　会員本人のみ 
参加費　無料（当日は受付にて会員証をご提示ください） 
予　約　QRコードからお申し込みください。 
　　　　お問い合わせは、協会組織部まで（☎ 03-3205-2999）。

予約フォーム

日　時 会場（住所） 交　通

城南地区
懇談会

３月４日（土）
午後６時 30 分
～８時 30 分（予
定）

TA Conference（ 品
川区西五反田７- ９- ５
SGテラス１F）

JR・都営地下鉄「五反田
駅」より徒歩５分、東急池
上線「大崎広小路駅」よ
り徒歩３分

多摩地区
懇談会

３月 11 日（土）
午後６時 30 分
～８時 30 分（予
定）

立川市女性総合センター 
第２学習室（立川市曙町
２-36- ２ ファーレ立川セ
ンタースクエア）

JR各線「立川駅」北口よ
り徒歩７分、多摩都市モノ
レール「立川北駅」国営
昭和記念公園方面出口よ
り徒歩 5分

城東地区
懇談会

３月 18 日（土）
午後６時 30 分
～８時 30 分（予
定）

北千住シアター 1010 視
聴覚室（足立区千住３-92 
千住ミルディスⅠ番館 
11F）

JR・東京メトロ・東武鉄
道「北千住駅」４番出口直
結

第第 22 回会員地区懇談会回会員地区懇談会

予約フォーム

　毎年恒例の当協会と東京保険医協会、千葉県保険医協会の３協会による
医科歯科連携研究会を今年も開催します。今回のテーマは、「糖尿病と歯
周病」に関する医科歯科連携です。ぜひ、ご参加ください。なお、各講
師からの詳細な抄録は、予約フォーム等をご覧ください。 

◆医科（講師：加藤 光敏 氏） 
「糖尿病治療概念の進歩：歯科受診に対する患者さんの意識の実態を含めて」
当院の糖尿病患者 100 人の唾液で、ペリオスクリーンを用いて潜血反応陽
性者を抽出し、歯周病専門医を中心に医科歯科連携を行い、歯科での治
療効果を歯科医院からの診断および歯周病治療報告書を得た結果を紹介
しながら、医科歯科連携の推進のために何をすればいいのかを一緒に考え
られればと思います。 
◆歯科（講師：三辺 正人 氏） 
「歯周病と全身の関係～歯周病関連検査の必要性と有用性～」 
歯周病と主に糖尿病関連疾患との深い関係と、それを診療に活かすための
歯周病検査、そして医科歯科連携の診療の重要性について皆さんと理解
を深められればと思います。

日　時　３月５日（日）午後２時 30 分～４時 
講　師　加藤 光敏 氏（加藤内科クリニック 院長／糖尿病専門医） 
　　　　三辺 正人 氏（文教通り歯科クリニック 院長／歯周病専門医） 
会　場　Zoomウェビナー、東京保険医協会セミナールーム 
   　　（新宿区西新宿３－２－７KDX新宿ビル４階）

交　通　JR各線「新宿駅」（南口）より徒歩９分 
  都営大江戸線「都庁前駅」（A３出口）より徒歩７分 
  都営新宿線 「新宿駅」（６番出口）より徒歩４分 
  小田急線・京王線 「新宿駅」（西口）より徒歩 15 分 
定　員　Zoomウェビナー：500名＋会場：30名 
参加費　無料 
予　約　QRコードからお申し込みください。 
 ※協会ホームページからもお申し込みいただけます。

新
規
会
員

登
録
ペ
ー
ジ

協会主催の講習会を動画配信しているほか、保険・症協会主催の講習会を動画配信しているほか、保険・症
例解説などをご覧になれます。ご登録がまだの方は、例解説などをご覧になれます。ご登録がまだの方は、
QRQRコードよコードよりり新規登録してください。新規登録してください。

　保団連が運営する「保団連情報サービス」に登録すれ　保団連が運営する「保団連情報サービス」に登録すれ
ば、他協会・医会が開催する研究会等にWEB参加できまば、他協会・医会が開催する研究会等にWEB参加できま
す。当会会員の先生はご登録が可能です。す。当会会員の先生はご登録が可能です。

各地のWEB研究会に

参加できます💻

保団連情報サービスのご案内保団連情報サービスのご案内

　歯初診の研修の「院内感染防止対策講習会」をZoomウェビナーと会場
にて開催いたします。WEB開催分の予約はデンタルブック内で行います。 
　WEB講習会では視聴後に確認テストを行い、合格した方に修了証をメー
ルにてお送りします。途中参加、途中退室は受講修了とはみなされませんの
でご注意ください。なお、会場参加希望者はQRコードもしくはお電話にて
お申し込みください。

★第18回（３月22日）会場開催は会場を変更し、 定員を拡大しました★

日　時   ▼WEB開催（時間はいずれも午後７時～８時） 
 　第 17 回：３月 22 日（水）（予約受付中） 
 　第 19 回：３月 30 日（木）（予約受付中） 
 ▼会場開催（時間はいずれも午後７時～８時） 
 　第 18 回：３月 22 日（水）（予約受付中） 
 　第 20 回：３月 30 日（木）（キャンセル待ち） 
講　師　濱﨑 啓吾 氏（院内感染防止対策委員会 委員長） 

※会場参加用
予約フォーム

※WEB参加用
予約フォーム

デンタルブックに登録、ロ
グイン後、お申し込み画面
にお進みください。

院内感染防止対策講習会院内感染防止対策講習会 (( 歯初診の研修歯初診の研修 ))
会　場 
WEB開催：Zoomウェビナー 
会場開催：第 18 回→ワイム貸会議室 高田馬場

  　　　　　（新宿区高田馬場１—29—９ TD ビル４階）

　　　　　　第 20 回→東京歯科保険医協会会議室 
 　　　　　　　　　　 （新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階）
交　通　（※いずれの会場も以下の通り） 
  JR 山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より 徒歩２分 
  東京メトロ東西線 ｢高田馬場駅」（５番出口） より徒歩５分
形　式　Zoomウェビナー／会場にて録画上映 
定　員　（WEB開催）各回 500 名 
   （会場開催） 第 18 回 ： 100 名／第 20 回：20 名 
対象者　会員 
参加費　１, ０００円 
予　約　WEB開催：デンタルブックに登録の上、予約してください。 
  会場開催：QRコードからお申し込みください。 
  　　　　　　※お電話でも受付中（☎ 03-3205-2999）。

　そのほか、「月刊保団連」「全国保険医新聞」の閲覧や、診療報酬に関する　そのほか、「月刊保団連」「全国保険医新聞」の閲覧や、診療報酬に関する
情報の収集なども可能です。QRコードを読み込み、ご登録ください。情報の収集なども可能です。QRコードを読み込み、ご登録ください。

  会場開催：QRコードからお申し込みください。 
  　　　　　　※お電話でも受付中（☎ 03-3205-2999）。
  会場開催：QRコードからお申し込みください。 

研究会・行事研究会・行事
ご案内ご案内

  会場開催：QRコードからお申し込みください。 
  　　　　　　※お電話でも受付中（☎ 03-3205-2999）。

～歯科のデジタル化はどうなる！？オンライン資格確認の現状と機能の解説や導
入後の問題点。 インボイス制度や電子帳簿保存法の必要性など～

糖尿病と歯周病からみる医科歯科連携の重要性と診療への活かし方
～医科と歯科の立場から～

３月末までに
受講しましょう！
⬅ご予約はこちら

医科歯科連携研究会医科歯科連携研究会 20222022
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し
て
い
ま
し
た
。「
赤
ち
ゃ
ん
は

神
様
か
ら
の
贈
り
物
」
と
の
意
識

が
念
頭
に
あ
り
、
国
民
の
ほ
と
ん

ど
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
に
と
っ
て
命
は
最
も
価
値
あ

る
も
の
で
、
命
を
救
う
た
め
な
ら

な
ん
で
も
す
べ
き
と
い
う
考
え
方

で
す
。

―
そ
の
ほ
か
特
徴
的
な
各
国
の

事
例
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ド
イ
ツ
で
は
子
ど
も
が
出
自
を

知
る
権
利
と
、
母
親
の
匿
名
性

を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
「
内

密
出
産
」
が
折
衷
案
と
い
う
位

置
付
け
で
す
。
ま
た
、
妊
婦
ら

の
相
談
に
対
応
す
る
妊
娠
葛
藤

相
談
所
が
約
１
千
600
カ
所
あ
り

ま
す
。
日
本
で
は
、〝
匿
名
〟
と

い
う
ワ
ー
ド
に
少
な
か
ら
ず
セ

ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
印
象
が
あ

り
ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ

ツ
で
は
、
そ
れ
以
前
に
妊
婦
の

妊
娠
期
支
援
を
充
実
さ
せ
て
お

り
、
出
産
費
用
は
い
ず
れ
の
国

も
保
険
適
用
で
自
己
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。
妊
娠
・
出
産
を
社

会
で
支
え
る
意
識
が
あ
り
、
経

済
的
な
問
題
で
子
ど
も
を
産
め

な
い
こ
と
が
な
い
の
で
す
。
ベ

ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
と
匿
名
出
産
の
両
方
を
扱
っ
て
い
る
病

院
の
先
生
は
、
困
窮
す
る
妊
婦
の
状
況
を
聞
く
と
「
目

の
前
で
倒
れ
て
い
る
人
を
放
っ
て
お
く
こ
と
は
あ
り
得

な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
妊
娠
・
出
産
と
い
う
命

が
け
の
状
況
で
女
性
1
人
を
放
置
す
る
こ
と
は
容
認
で

き
な
い
か
ら
、
匿
名
で
も
と
に
か
く
支
援
す
る
こ
と
を

実
践
し
て
い
る
。
匿
名
出
産
を
支
援
す
る
こ
と
の
意
義

は
、
と
に
か
く
〝
繋
が
る
こ
と
〟
で
す
。
し
か
し
、

ン
の
研
究
、
そ
れ
か
ら
ベ
ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
へ
と
テ
ー
マ

が
広
が
り
ま
し
た
。

―
ま
ず
韓
国
の
ベ
ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
状
況
か
ら
教
え
て

く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
ベ
ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
明
確
に
「
合
法
」「
違

法
」
の
二
択
で
捉
え
き
れ
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
韓
国
で
は
、
違
法
扱
い
さ
れ
て
い
る
が
、
止
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
状
況
で
、
国
家
人
権
委
員
会
に
訴
え

ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
の
命
を
脅
か
す

も
の
で
は
な
い
た
め
、廃
止
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

内
密
出
産
な
ど
の
導
入
に
関
し
て
も
、
お
そ
ら
く
韓

国
の
場
合
は
国
民
の
受
け
入
れ
が
日
本
社
会
よ
り
肯
定

的
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
ネ
ッ
ト
調
査
で
も
８
割
以
上
が

「
ベ
ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
必
要
」
と
回
答
し
、「
弱
い
立
場

に
い
る
女
性
や
子
ど
も
を
と
に
か
く
助
け
る
」
と
い
う

ロ
ジ
ッ
ク
抜
き
の
感
覚
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
昨
年
、

１
人
の
方
に
よ
る
１
千
万
円
を
超
え
た
寄
付
で
保
護
施

設
が
大
幅
に
改
築
さ
れ
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、〝

命
を
救
う
場
所
で
あ
る
〟、
そ
う
し
た
大
前
提
が
人
々
の

中
に
あ
る
の
が
韓
国
の
特
徴
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
方
で
、韓
国
の
ベ
ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
理
解
す
る
上

で
重
要
な
の
は
養
子
縁
組
の
歴
史
で
す
。か
つ
て
韓
国

で
は
政
府
に
財
政
力
が
な
く
、民
間
団
体
が
赤
ち
ゃ
ん

を
保
護
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
80
年
代
頃

に
海
外
養
子
縁
組
が
急
増
し
、「
な
ぜ
国
が
責
任
を
取

ら
な
い
の
か
」と
の
問
題
意
識
が
高
ま
り
、90
年
代
後
半

か
ら
当
事
者
運
動
が
活
発
に
な
っ
た
の
で
す
。
彼
ら
が

主
体
と
な
り
、養
子
縁
組
関
連
の
法
改
正
、出
自
を
知
る

権
利
の
保
障
に
つ
い
て
変
革
の
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、現
在
の
ベ
ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
、国
が
責
任

を
果
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
の
衣
替
え
に
す
ぎ
ず
、
ま
ず

は
生
ま
れ
た
家
庭
で
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
支
援
を
す

べ
き
と
い
う
論
調
が
あ
り
ま
す
。
女
性
の
自
立
、
支
援

の
視
点
か
ら
ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
り
、「
ベ
ビ

ー
ボ
ッ
ク
ス
を
逃
げ
道
に
し
て
は
い
け
な
い
」と
い
う

観
点
な
ど
か
ら
批
判
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
ベ
ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
対
す
る
考

え
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

18
年
に
開
か
れ
、
11
カ
国
が
参
加
し
た
「
第
14
回
ア

そ
こ
ま
で
し
て
も
最
後
ま
で
繋
が
れ
な
い
人
が
い
る
か

ら
、
や
は
り
ベ
ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
必
要
だ
と
の
議
論
が

ド
イ
ツ
に
は
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
年
間
600
人
ほ
ど
が
匿
名
出
産

で
生
ま
れ
ま
す
。
経
済
的
な
支
援
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
こ
れ
だ
け
の
数
が
い
る
の
は
、
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
あ

り
、
今
後
も
な
く
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
関
係
者
の
見
解

で
す
。
滞
在
許
可
や
身
分
証
明
書
な
ど
の
提
示
が
な
く
て

も
匿
名
出
産
は
可
能
で
、
産
科
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
関
係
機
関
が
丁
寧
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
す 

。
制
度
が

き
ち
ん
と
整
っ
て
い
る
の
に
匿
名
出
産
を
選
ば
ず
、
万
が

一
赤
ち
ゃ
ん
を
殺
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
「
そ
れ
は
犯

罪
で
あ
る
」
と
明
確
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
が
孤
立
し
な
い
社
会
づ
く
り

―
日
本
に
ベ
ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
浸
透
し
な
い
要
因
は
。

日
本
は
、
母
子
を
社
会
で
支
え
て
い
く
と
い
う
土
台

が
弱
く
、
生
み
育
て
る
責
任
が
家
族
や
個
人
に
大
き
く

あ
る
気
が
し
ま
す
。
私
が
来
日
し
た
頃
、「
日
本
は
な
ぜ

こ
ん
な
に
も
母
子
一
体
型
な
の
か
」
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
父
親
の
顔
は
見
え
な
い
の
で
す
。
さ

ら
に
母
親
の
規
範
性
が
強
い
社
会
だ
と
思
い
ま
し
た
。

「
同
調
圧
力
」
な
ど
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
ま
す
が
、
規

範
性
の
強
さ
を
以
て
社
会
が
保
た
れ
て
い
る
部
分
が
大

い
に
あ
り
、
そ
れ
で
う
ま
く
循
環
し
て
い
た
時
代
も
あ

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
若
者
の
状
況
を
見
て
も
現
在

で
は
変
化
し
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
今
な
お
そ
の
感
覚

で
い
る
と
、
妊
娠
で
困
る
女
性
は
ほ
ん
の
一
握
り
に
思

わ
れ
、
さ
ら
に
は
〝
自
己
責
任
〟
と
い
う
言
葉
が
つ
き

ま
と
い
ま
す
。「
ど
う
し
て
社
会
が
責
任
を
取
る
の
？
」

と
い
う
意
識
が
な
い
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
し
、
や

は
り
そ
こ
に
は
男
性
の
姿
が
見
え
な
い
の
で
す
。

―
妊
娠
・
出
産
の
場
面
で
困
っ
て
い
る
女
性
だ
け
に
責

任
が
覆
い
か
ぶ
さ
る
状
況
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
大
き
な
課
題
は
女
性
も
規
範

性
を
内
面
化
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
10
代
の
妊
婦
を
ケ

ア
し
て
い
る
方
の
話
を
聞
く
と
、
自
分
の
気
持
ち
に
気

付
い
て
い
な
い
方
が
多
く
、
ま
ず
は
気
づ
い
て
も
ら
う

こ
と
か
ら
支
援
が
始
ま
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
妊
娠
相
談
の
デ
ー
タ
か
ら
感
じ
た
こ
と
と
合
わ
せ

て
考
え
て
み
る
と
、
男
性
の
話
は
あ
ま
り
出
て
こ
ず
、

妊
娠
し
た
「
自
分
だ
け
」
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
自
分
の
気
持
ち
に
気
づ
か
な
い
場

合
、
人
に
迷
惑
は
か
け
た
く
な
い
と
の
意
識
が
よ
り
強

く
働
き
、
自
分
の
身
体
に
起
き
た
こ
と
と
し
て
、
女
性

「と
に
か
く
助
け
る
」

母
子
を
救
う
ロ
ジ
ッ
ク
抜
き
の
感
覚
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が
背
負
い
込
む
傾
向
に
つ
な
が
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
蓮
田
先
生
は
、
発
達
障

害
や
被
虐
待
経
験
な
ど
を
含
め
多
様
な
困
難
が
1
人
の

女
性
に
集
約
さ
れ
、
積
み
重
な
っ
て
現
れ
て
い
る
と
お

話
し
さ
れ
ま
す
。
個
人
に
だ
け
責
任
を
帰
す
も
の
で
は

な
い
の
に
、
報
道
な
ど
で
世
間
に
知
ら
れ
る
段
階
で

は
、
女
性
が
〝
ひ
ど
い
加
害
者
〟
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
し
ま
う
。
自
分
た
ち
が
生
き
る
社
会
が
生
み
出
し
た

現
実
と
し
て
受
け
止
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
社
会
に
ど

の
よ
う
に
働
き
か
け
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

―
孤
立
す
る
女
性
を
日
本
社
会
と
し
て
い
か
に
支
援
し

て
い
く
か
が
大
切
で
す
ね
。

家
族
の
後
ろ
盾
が
弱
い
場
合
、
ど
う
し
て
も
子
ど
も

が
背
負
う
も
の
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
国
も
児
童
福
祉

法
改
正
や
市
区
町
村
の
支
援
の
強
化
を
す
る
ほ
か
、
困

難
を
抱
え
る
妊
産
婦
等
へ
の
支
援
事
業
が
24
年
4
月
か

ら
開
始
さ
れ
る
な
ど
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
押

し
追
い
風
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、〝
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
〟
は
、
い
ろ
い
ろ

な
批
判
の
中
で
、
非
常
に
慎
重
な
運
営
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、〝
こ
う
の
と
り
の

ゆ
り
か
ご
〟
を
め
ぐ
る
状
況
か
ら
日
本
社
会
の
妊
娠
期

支
援
の
あ
り
方
を
問
う
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
な

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

―
日
本
特
有
の
状
況
を
変
え
る
た
め
に
は
。

社
会
を
大
き
く
変
え
る
原
動
力
は
、「
当
事
者
の
声
」

で
す
。
例
え
ば
、
韓
国
・
ソ
ウ
ル
市
で
02
年
に
開
か
れ

た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
韓
国
の
未
婚
の
母
子
の
生
活
を
支
え

る
施
設
「
愛
蘭
院
（
エ
ラ
ン
ウ
ォ
ン
）」
を
利
用
す
る
母

親
た
ち
が
我
が
子
を
見
せ
な
が
ら
、「
国
は
こ
の
子
を
育

て
る
た
め
に
１
年
も
支
援
を
し
な
い
の
で
す
か
」
と
訴

え
か
け
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
ソ
ウ
ル
市
が
動
き
、
国
の

政
策
に
ま
で
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
当
事
者
が
訴
え
る
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
、
さ
ら
に
ネ
ッ
ク
な
の
は
、
当
事
者
の
声
を
聞
い
た
人

「命は最も価値あるもの」 妊婦を孤立させない海外の支援

“繋がる”ことが医療の強み

に
「
そ
れ
は
一
部
の
人
の
話
」
と
い
う
感
覚
が
あ
る
こ
と

で
す
。
皆
が
社
会
の
一
員
と
認
識
し
て
想
像
力
を
働
か
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ベ
ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
や
内
密
出
産
の
選
択
に
至
る
前
に
で

き
る
支
援
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
環
境
が
乏
し
く
、
内
密
出
産

な
ど
の
選
択
に
至
り
、
女
性
や
受
け
入
れ
先
で
あ
る
医
療

機
関
に
批
判
が
集
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
妊
娠
期

支
援
な
ど
の
体
制
や
社
会
環
境
を
整
え
る
た
め
に
声
を
上

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

「
価
値
判
断
抜
き
で
診
ら
れ
る
」
医
療
の
強
み

―
姜
先
生
か
ら
見
る
医
療
の
役
割
と
は
。

支
援
に
お
い
て
寄
り
添
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
す
で
に
公
的
な
窓
口
な
ど
で
嫌
な
思

い
を
し
た
経
験
が
あ
る
方
は
、「
私
を
馬
鹿
に
し
な
い

か
」
と
い
う
警
戒
感
を
抱
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
他

方
、
医
療
の
一
番
の
強
み
は
、
価
値
判
断
抜
き
で
患
者

の
身
体
を
診
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
身
体
に
異
常
が
あ
る

患
者
に
対
し
て
、「
あ
な
た
が
い
け
な
い
か
ら
」
と
見

放
す
こ
と
は
な
い
で
す
よ
ね
。
患
者
側
も
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

出
す
」
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
な
い
た
め
、
ア
プ
ロ
ー
チ

し
や
す
い
の
で
す
。
医
師
や
歯
科
医
師
、
医
療
従
事
者

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら

外
と
〝
繋
が
る
〟
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
す
。
日
本
社

会
に
お
い
て
、
医
療
の
役
目
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
、大
切
に
し
て
い
る
言
葉
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
諦
め
な
い
こ
と
、
こ
つ
こ
つ
と
続
け
る
こ
と
こ
そ

力
に
な
る
こ
と
」
で
す
。
そ
れ
か
ら
今
の
こ
と
だ
け
で

全
て
を
判
断
し
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。
今
が
だ
め
だ

か
ら
、
こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
な
い
と
、
指
導
す
る
学
生
に
も
伝
え
た
い
で
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
書
籍
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
の
お
知
ら
せ
＝
12
面
）

Kang Eunhwa

姜 恩和目白大学
准教授

聞き手 ・早坂美都
東京歯科保険医協会 理事　
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

　

　医療証の表記に注意

　窓口では必ず原本確認を

　医療証（マル青）の公費の法別番号は「89」から始まり、窓口負担があるものとないものに分かれる（表
「公費負担者番号と窓口負担」参照）。また、助成制度はマイナンバーカードによるオンライン資格確認
には対応しておらず、医療証での確認が必要となるため、窓口で必ず確認していただきたい（図「医療証
の見本」参照）。なお、檜原村（89137541・89135545）および奥多摩町（89137558・89135552）の患者の場合
は、９月までは償還払いとなるため、負担者番号および発行元の市区町村名をご確認いただきたい。

２０２３年　４月～

立川市

２０２２年１０月～

２０２２年１０月～

立川市

２０２３年　４月～

窓口負担200円の撤廃

所得制限の撤廃

今回のアンケートや調査で拡充を検討中と回答あり

※狛江市は小学校６年生まで

※小平市は小学校３年生まで

◆「マル乳」は都内全域で窓口負担・所得制限なし

　これまでの「マル乳」「マル子」に加えて、15歳から18歳（高校に在学していない者も含む）までの医療費を助成する制度である「高校生等医療費助成制度（マル青）」　これまでの「マル乳」「マル子」に加えて、15歳から18歳（高校に在学していない者も含む）までの医療費を助成する制度である「高校生等医療費助成制度（マル青）」
の運用が都内全域での運用が都内全域で４４月から開始される。この制度では、医療費の窓口負担となる月から開始される。この制度では、医療費の窓口負担となる３３割に対して、所得制限を設け、通院割に対して、所得制限を設け、通院１１回につき最大200円までの窓口負担を除い回につき最大200円までの窓口負担を除い
た額を東京都が時限的（2025年度まで）に負担することになっている。その上で、各自治体が独自に所得制限や窓口負担の撤廃を行っている。た額を東京都が時限的（2025年度まで）に負担することになっている。その上で、各自治体が独自に所得制限や窓口負担の撤廃を行っている。

　自治体にアンケートを実施

　拡充の動き徐々に、一方で財源的厳しさも

　当会では、「通院１回につき最大200円まで」の窓口負担が残る23の自治体
に対して、2022年12月に「子ども医療費の助成制度実施に関するアンケート」
と題して調査を行った。「１回の受診につき、上限200円の窓口負担分」につい
て、市町村が独自で助成制度を実施する予定があるかどうかを聞くと、約９
割の自治体において「実施予定がない・できない」と回答があった。
　理由としては、「財源的に厳しい」という声が約６割を占めた。その他には、
「独自で助成制度の実施をしたいができていない」、「自治体の財政力により
助成内容に差がある現状の改善が必要と感じる」という声も寄せられ、自治
体独自で子どもに対する医療費の助成に財源を捻出することに限界がある
ことが明らかになった（アンケート結果は協会ホームページを参照）。このよ
うな中でも自治体の努力により、子どもに対する医療費助成制度は、拡充の
動きが各地で徐々に広がっている。
　17年に当会が実施した「学校歯科治療調査」では、学校歯科検診で要受診
と診断された後の歯科医院への受診率が多摩地区で最も低く、「口腔内が崩
壊状態と考えられる子どもがいた」と回答した学校の割合も多摩地区で多く
なっていた。
　これらの結果から、「通院１回につき最大200円まで」の窓口負担の存在が
受診抑制の1つの要因となっており、23区に比べ、多摩地区の子どもの健康が
守りにくくなっている実情が明らかになった。これらの実証データ等をもと
に、協会では東京都に「子どもに対する医療費助成制度」の改善要求を毎年
行っている。
　今後も協会は、「各自治体に対する財政的支援の恒久化」と「地域
間格差の是正」を東京都に求めていく。さらに、「すべての子どもが平
等にお金の心配をせずに医療を受けられるようにすること」を国に
訴えていく（「学校歯科治療調査2018」の結果はQRよりアクセス）。

窓口負担の有無を確認

医療保険
青 で
助成

7割 3割

自己負担
最大200円
（通院時）

医療保険

7割 3割

青 で助成

実施主体

区　市　町　村
制度の略称

青　マル青（あお）

通院負担の有無を確認

医療保険
青 で
助成

7割 3割

自己負担
最大200円
（通院時）

医療保険

7割 3割

青 で助成

実施主体

区　市　町　村
制度の略称

青　マル青（あお）

公費負担者番号 窓口負担の有無　※1 対象　※２
8 9 1 3 5 ● ● ●

なし 23区の患者または一部市町村の患者
8 9 1 3 7 ● ● ●
8 9 1 3 1 ● ● ● あり

上記以外の市町村の患者
8 9 1 3 4 ● ● ● （１回の受診につき200円（上限））

※１：外来通院の場合の取り扱い。
※２：各区市町村の取り扱いの詳細は、以下の『東京都内区市町村における「子ども医療費助成制度」
        の窓口負担・所得制限等の2023年度からの状況』を参照。

表 ： 公費負担者番号と窓口負担

図 ： 医療証の見本（東京都福祉保健局『「 青 高校生等医療費助成制度 」のご案内』より引用） 

窓口負担がある医療証

※右上に「通院負担有（200円）」の記載あり

窓口負担がない医療証

※右上に記載なし

「マル青」の医療費助成制度、都内全域で「マル青」の医療費助成制度、都内全域で４４月から運用開始月から運用開始

東京都内区市町村における「子ども医療費助成制度」 の窓口負担・所得制限等の2023年度からの状況東京都内区市町村における「子ども医療費助成制度」 の窓口負担・所得制限等の2023年度からの状況

東京歯科保険医協会調べ（２０２３年２月時点）
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さ
れ
る「
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
画

面
」か
ら
、経
過
措
置
に
該
当

す
る
項
目
を
選
択
し
て
行

う
。し
か
し
、何
ら
か
の
理
由

で
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
か
ら

届
出
が
で
き
て
い
な
い
場
合

は
、届
出
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
①
）し
、

「
支
払
基
金
本
部
事
業
総
括

部
オ
ン
ラ
イ
ン
化
経
過
措
置

担
当
」宛
て（
住
所：〒
105-

0004

東
京
都
港
区
新
橋
２
―
１
―

３
）に
３
月
中
に
郵
送
す
る
。

今
年
９
月
末
以
降
も
対
応
で

き
な
い
場
合
は
、審
査
支
払

機
関
か
ら
医
療
機
関
に
働
き

か
け
を
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

シ
ス
テ
ム
改
修
中
の
医
療
機

関
は
９
月
末
ま
で
に
対
応
で

き
れ
ば
よ
い
。

　
不
明
な
場
合
は
、支
払
基

金
の
関
東
審
査
事
務
セ
ン
タ

ー
審
査
事
務
担
当
者（
電
話

は
連
絡
先
検
索
フ
ォ
ー
ム
か

ら・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
②
）、ま
た

は
東
京
都
国
保
連
合
会
の
レ

セ
プ
ト
電
算
係（
電
話：０
３

―
６
２
３
８
―
０
４
５
６
）へ

お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き

た
い
。

―
紙
で
再
提
出
必
須
の
レ

セ
プ
ト
、添
付
書
類
で
見
分

け
る

　
返
戻
の
中
に
は
紙
レ
セ
プ

ト
で
し
か
返
戻
さ
れ
な
い
も

の
が
あ
り
、そ
の
場
合
は
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
シ
ス
テ
ム
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
な
い

た
め
、返
戻
さ
れ
た
紙
媒
体

の
レ
セ
プ
ト
で
再
請
求
す
る

必
要
が
あ
る
。

こ
れ
は
、返
戻
さ
れ
た
紙
レ

セ
プ
ト
に
添
付
さ
れ
た
書
類

で
見
分
け
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り（
表
２
）、該
当
す
る
紙

レ
セ
プ
ト
は
廃
棄
し
な
い
よ

う
に
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
。

 教えて！ 教えて！

 会長!! Vol. 会長!! Vol.6868
２
０
２
３

２
０
２
３
年年
１１
月月
１１
日
に
日
に

「
フ
ッ
化
物
配
合
歯
磨
剤
の

「
フ
ッ
化
物
配
合
歯
磨
剤
の

推
奨
さ
れ
る
利
用
方
法
に
つ

推
奨
さ
れ
る
利
用
方
法
に
つ

い
て
」、

い
て
」、
４４
学
会
（
日
本
小

学
会
（
日
本
小

児
歯
科
学
会
・
日
本
口
腔
衛

児
歯
科
学
会
・
日
本
口
腔
衛

生
学
会
・
日
本
歯
科
保
存
学

生
学
会
・
日
本
歯
科
保
存
学

会
・
日
本
老
年
歯
科
医
学

会
・
日
本
老
年
歯
科
医
学

会
）
か
ら
合
同
の
提
言
が
発

会
）
か
ら
合
同
の
提
言
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
私
を
含

表
さ
れ
ま
し
た
。
私
を
含

め
、
多
く
の
先
生
は
国
際
歯

め
、
多
く
の
先
生
は
国
際
歯

科
連
盟
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
や
世
界

科
連
盟
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
や
世
界

フ
ッ
化
物
配
合
歯
磨
剤
に
つ

い
て
学
会
か
ら
提
言
が
出
さ

れ
ま
し
た
ね
。

フ
ッ
化
物
配
合
歯
磨
剤
の
利
用
方
法

フ
ッ
化
物
配
合
歯
磨
剤
の
利
用
方
法

特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
点
は

ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

本
提
言
で
今
ま
で
の
認
識

共済部長 川戸二三江

グループ生命保険40周年を記念し、

抽選会を開催します！

会員ならどなたでも参加できます！
アンケートに答えて、豪華景品をゲットしましょう！

豪華景品が当たる

共済制度の
お申込み・資料請求は
右記QRコードより

合計３０名様に当たる！

春の共済募集キャンペーンがスタートします！
※グループ生命保険は3月1日～、保険医年金、休業保障制度は4月1日～

※詳細は折り込みチラシをご確認ください

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
作

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
作

成
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

成
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
参
考
に
フ
ッ
化
物
配
合
歯

を
参
考
に
フ
ッ
化
物
配
合
歯

磨
剤
の
利
用
方
法
に
つ
い
て

磨
剤
の
利
用
方
法
に
つ
い
て

患
者
や
保
護
者
に
説
明
し
て

患
者
や
保
護
者
に
説
明
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

い
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

提
言
は
、
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド

提
言
は
、
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
て
、
さ

ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
て
、
さ

ら
に
日
本
の
状
況
を
考
慮
し

ら
に
日
本
の
状
況
を
考
慮
し

てて
４４
学
会
か
ら
の
推
奨
と
し

学
会
か
ら
の
推
奨
と
し

て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
変
更
さ
れ
て
い
る
点
は
、

６
歳
未
満
に
お
い
て
フ
ッ
素

濃
度
が
５
０
０
ppm
の
歯
磨
剤

の
使
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
歯
が
萌
出
し
て
か

ら
６
歳
未
満
ま
で
フ
ッ
素
濃

度
１
０
０
０
ppm
の
歯
磨
剤
の

使
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す

（
表
）。
そ
の
ほ
か
に
は
、

以
下
の
項
目
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
お
い
て
、
う
蝕

予
防
の
観
点
か
ら
フ
ッ
化
物

配
合
歯
磨
剤
の
利
用
が
推
奨

で
き
る
。

表：４学会合同のフッ化物配合歯磨剤の推奨される利用方法（２０２３年１月）
　　（日本口腔衛生学会・日本小児歯科学会・日本歯科保存学会・日本老年歯科医学会）

年齢 使用量 フッ化物濃度 使用方法

歯が生えて
から２歳

米粒程度
(１～２mm程度 )

1000ppmF
（日本の製品を踏
まえ900～
1000ppmF）

・就寝前を含めて１日２回の歯みがきを行う。
・1000 ppmFの歯磨剤をごく少量使用する。歯みがきの後に
ティッシュなどで歯磨剤を軽く拭き取ってもよい。
・歯磨剤は子どもの手が届かない所に保管する。
・歯みがきについて専門家のアドバイスを受ける。

３～５歳

グリーンピース程度
(５mm程度 )

1000ppmF
（日本の製品を踏
まえ900～
1000ppmF）

・就寝前を含めて1日2回の歯みがきを行う。
・歯みがきの後は、歯磨剤を軽くはき出す。うがいをする場
合は少量の水で1回のみとする。
・子どもが歯ブラシに適切な量をつけられない場合は保護
者が歯磨剤を出す。

６歳～成
人・高齢者

歯ブラシ全体
(１.５cm～２cm程度 )

1500ppmF
（日本の製品を踏
まえ1400～
1500ppmF）

・就寝前を含めて1日2回の歯みがきを行う。
・歯みがきの後は、歯磨剤を軽くはき出す。うがいをする場
合は少量の水で1回のみとする。
・チタン製歯科材料が使用されていても、歯がある場合は
フッ化物配合歯磨剤を使用する。

※乳歯が生え始めたら、ガーゼやコットンを使ってお口のケアの練習を始める。歯ブラシに慣れてきたら、歯ブラシを用い
た保護者による歯みがきを開始する。
※子どもが誤って歯磨剤のチューブごと食べるなど大量に飲み込まないように注意する。
※根面う蝕の予防が必要な成人には5000ppmFの歯磨剤のう蝕抑制効果が認められている。現在日本では市販されていな
いため認可されることが望まれる。
※要介護者で嚥下障害を認める場合、ブラッシング時に唾液や歯磨剤を誤嚥する可能性もあるので、ガーゼ等による吸水や
吸引器を併用するのもよい。また、歯磨剤のために食渣等の視認性が低下するような場合は、除去してからブラッシング
を行う。またブラッシングの回数も状況に応じて考慮する。
※水道水フロリデーション等の全身応用が利用できない日本では、歯磨剤に加えフッ化物洗口や塗布の組合せも重要であ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（公社）日本小児歯科学会ホームページより、画像はイメージ（当会撮影）

―
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
医

療
機
関

　
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
行
っ

て
い
る
医
療
機
関
の
場
合
、

レ
セ
プ
ト
が
返
戻
さ
れ
た
場

合
に
は
紙
レ
セ
プ
ト
ま
た
は

オ
ン
ラ
イ
ン
の
い
ず
れ
か
で

再
提
出
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。し
か
し
、今
年
４
月

か
ら
は
、返
戻
は
紙
で
も
送

ら
れ
て
く
る
が
、オ
ン
ラ
イ
ン

で
な
け
れ
ば
再
提
出
が
で
き

な
く
な
る
。

　
な
お
、手
書
き
レ
セ
プ
ト
請

求
ま
た
は
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
電
子

媒
体
請
求
の
医
療
機
関
に
つ

い
て
は
変
更
が
な
く
、４
月

以
降
も
紙
レ
セ
プ
ト
で
再
提

出
す
る
。

―
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
期
間
は

３
カ
月

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
再
提
出
す

る
場
合
、自
院
で
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ

ス
し
、返
戻
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、修
正
後
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
請
求
す
る
こ
と
に
な

る（
図
１
）。た
だ
し
、ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
レ
セ
プ
ト
は

直
近
３
カ
月
分
と
な
っ
て
い

る
た
め
、期
間
が
過
ぎ
る
前

に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
再
請

求
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
な
お
、今
年
４
月
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
再
提
出
を
始
め

る
医
療
機
関
の
場
合
、ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
期
間
の
終
了
に
よ

り
22
年
12
月
処
理
分
以
前
の

古
い
レ
セ
プ
ト
が
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
な
い
が
、そ
の
場
合

に
は
、返
戻
さ
れ
た
紙
レ
セ
プ

ト
で
再
請
求
で
き
る
。

―
で
き
な
い
場
合
は

３
月
中
に
猶
予
届
出
を

　
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
医
療

機
関
に
お
い
て
は
、４
月
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
き
な
い
事

情
が
あ
る
場
合
、経
過
措
置

が
設
け
ら
れ
て
い
る（
表
１
）。

レ
セ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
に
改
修

を
依
頼
し
た
が
、４
月
か
ら
で

き
な
い
な
ど
の
事
情
が
あ
る

場
合
は
３
月
末
ま
で
に
届
出

を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。な

お
、届
出
は
、２
月
請
求
時
に

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
シ
ス
テ
ム

に
ロ
グ
イ
ン
し
た
際
に
表
示

４
月
か
ら
返
戻
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化

図１：オンラインによる返戻の再提出のイメージ

表１：経過措置にあたる事由

表２：再提出方法の見分け方

① レセコンメーカーにシステム改修を依頼し

　たが、2023年４月からの対応が困難な場合

② 2023年度中に廃止・休止の予定または改修

　工事中・臨時の施設の場合

③ その他やむを得ない事情がある場合

返戻レセプトに添付された書類

社保

・「白黒」の返戻付箋
　（Ａ５判）

・「青色」の返戻付箋
 　（縦165mm×横105mm）

・「白黒」の「再審査等請求内訳票」
　（Ａ４判）

・「薄い黄色」の「再審査等請
求内訳票」
　（縦152mm×横178mm）

国保

・「返戻内訳書」 ・「増減点・返戻通知書」
 　（国保の患者のみ）

・「過誤（照会）付せん」 ・「増減点返戻通知書」
　（後期高齢者のみ）

・摘要欄に「紙レセプトで再請求願
います」との記載がない「過誤・
再審査結果通知書」

・ 「過誤調整依頼書」

・摘要欄に「紙レセプトで再請
求願います」と記載がある
「過誤・再審査結果通知書」

↓ ↓

再提出方法 オンラインで再請求 紙レセプトで再請求

高
濃
度
で
酸
性
の
フ
ッ
化

物
歯
面
塗
布
に
は
チ
タ
ン
イ

ン
プ
ラ
ン
を
腐
食
さ
せ
る
可

能
性
が
あ
る
が
、
低
濃
度
で

中
性
の
フ
ッ
化
物
配
合
歯
磨

剤
で
は
そ
の
可
能
性
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。（
中
略
）

そ
の
た
め
、
天
然
歯
へ
の
う

蝕
予
防
効
果
を
考
え
、
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
患
者
に
も
フ
ッ
化

物
配
合
歯
磨
剤
の
利
用
が
推

奨
さ
れ
て
い
る
。

な
お
本
提
言
の
詳
細
は
、

各
学
会
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。東

京
歯
科
保
険
医
協
会

　
　

会
長
　
坪
田
有
史

グループ生命保険４０周年　大抽選会のお知らせ

猶予届け出の届
出用紙

QRコード①

支払基金連絡先
検索フォーム

QRコード②



月日 部位 療法・処置 点数

初診

械 歯磨きの際右上犬歯付近に歯ブラシを当てるとしみる。 ／

デンタル 電

歯冠部及び根尖部に透過像は認めない。 注① ／

歯管 文

頬側歯肉の退縮及び根面露出を認める。デンタルの所見 ／

からう蝕、失活による症状は除外されると考えられ、根 ／

面露出による知覚過敏の症状であると説明。ブラッシン ／

グ圧を下げて磨くよう指示。まず知覚過敏処置で経過を ／

観察する旨説明し同意を得る。 注② ／

知覚過敏処置（ＭＳコート Ｈｙｓブロックジェル）

再診 明細 注③ ＋

械 しみる症状はやや改善したが、まだ気になるとのこと。 ／

頬側歯根露出が原因であることから、改善しなければ露 ／

出した歯根面の被覆を目的に歯肉歯槽粘膜形成術を行う ／

ことを説明。 ／

知覚過敏処置（ＭＳコート Ｈｙｓブロックジェル）注④

再診 明細

械 前回から症状の変化は無いとのこと。 ／

歯管 文

手術を行うことを説明し、同意を得る。体調に問題ない。 ／

浸麻 ＋オーラ注歯科用カートリッジ 注⑤

歯肉弁側方移動術 注⑥⑦

海の歯肉を械へ移動。 ナイロン 縫合糸 で５針縫合。 ／

処方箋 一般名処方加算１ 注⑧⑨

アモキシシリンカプセル 回 日 回 回分 ／

ロキソプロフェン 錠 回 疼痛時 回分 ／

再診 明細

械 抜糸 ／

疼痛は無かったとのこと。創部良好。 注⑩ ／

再診 明細

械 冷水痛は緩解した。歯肉の形態良好。 ／

知知覚覚過過敏敏にに対対すするる歯歯周周外外科科手手術術

歯周外科手術は歯周精密検査を行って実施するが、歯肉歯
槽粘膜形成手術については、歯周病以外の疾患に対して実施
する場合は歯周病検査を行わずに算定が可能である。
知覚過敏に対して歯肉弁側方移動術を行った場合を例に解

説する。

患者： 歳・男性

主訴：右上の犬歯付近に歯ブラシを当てるとしみる

所見：械 頬側歯肉に退縮、 ｍｍ程度の歯根露出を認める。

傷病名：械 Ｈｙｓ 注①

施設基準：歯初診、明細

《解説》

注① デンタル撮影時は必要な所見をカルテに記載する。

なお、社会保険診療報酬支払基金「審査情報提供事例（歯科）」、国

民健康保険中央会「審査情報提供事例について（歯科）」では、硬組

織疾患の鑑別診断に有用な場合があるとして、Ｈｙｓ病名のみでも撮

影は認められている。

注② 知覚過敏処置（Ｈｙｓ処）を行う際には、所見をカルテに記載

することが望しい。

注③ ＣＤやオンラインでレセプト請求を行っている場合は、医療費

の明細書を無料で発行する必要があるが、再診のつど、再診料に明細

書発行体制等加算（明細）１点を加算できる。

届け出の必要はないが施設基準があり、施設基準を満たした保険医

療機関は、明細書を発行することを院内掲示するとともに、明細書発

行を希望しない患者への対応について会計窓口などに掲示する。

なお、明細書が不要だと申し出た患者にも算定ができる。

＜明細書発行体制等加算の施設基準＞

注④ Ｈｙｓ処はそのつど算定することができる。

注⑤ 手術にあたり、表面麻酔、浸潤麻酔または簡単な伝達麻酔を

行った場合の費用は算定できないが、手術に用いた麻酔薬剤料は別に

算定することができる。

注⑥ 歯肉弁側方移動術 点は、歯肉退縮において歯根面の露出が認

められる少数歯で、隣在歯の辺縁歯肉を側方に移動させ露出した歯根

面の被覆を目的として行った場合に１歯につき算定する。カルテには

手術部位と手術内容の要点を記載する。

注⑦ 歯周病以外の疾患でも、要件を満たす場合は算定できる。

病名は「歯根露出」または「Ｈｙｓ」などである。

参考：社会保険診療報酬支払基金「審査情報提供事例（歯科）」、国

民健康保険中央会「審査情報提供事例について（歯科）」

注⑧ 処方箋の有効期限は、交付の日を含めて４日間が原則となって

おり、注意が必要である。

注⑨ 処方箋を発行するにあたり、後発医薬品のある２剤以上の全て

の医薬品について一般名を記載した処方箋を交付した場合、１回につ

き一般名処方加算１の７点を加算する。

４月からは特例措置で２点引き上げられ、今年 月までは

９点で加算する。

なお、後発医薬品のみが存在する薬剤について

一般名処方しても加算できない。一般名については

厚生労働省ホームページの「一般名処方マスタ」を参照する。

注⑩ 外科処置後は所見をカルテに記載することが望ましい。

＊実態に即してご請求ください＊

原則として、「歯根露出」又は「象牙質知覚過敏症（Ｈｙｓ）」病名
で、「Ｊ０６３ 歯周外科手術 ６ 歯肉歯槽粘膜形成手術 ハ 歯肉弁
側方移動術」の算定を認める。

（取扱いの根拠） 歯根露出又は象牙質知覚過敏症は、物理的要因に
伴う限局性の歯肉退縮 が原因で発症することがあり、この場合に、
退縮した根面を被覆することが臨床上あり得るものと考えられる。

QR
コード

診療所であること

電子情報処理組織または光ディスクなどを用いた診療報酬請求を
行っていること

算定した診療報酬の区分・項目の名称およびその点数または金額を
記載した詳細な明細書を無料で交付していること。またその旨を院
内に掲示していること

厚生労働省ホームページ
「一般名処方マスタ」

（ 9） 第６３６号 ２０２３年（令和５年）３月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918
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去
る
２
月
14
日
、
次
期
日

本
歯
科
医
師
会
会
長
に
高
橋

英
登
氏
（
日
本
歯
科
医
師
連

盟
会
長)

が
内
定
し
、
新
し

い
執
行
部
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

高
橋
氏
は
、
立
候
補
時
の
挨

拶
で
「〝
物
言
う
歯
科
医
師

会
〟
に
変
革
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
の

で
、
今
後
の
言
動
に
注
目
し

て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
１
月
23
日
に
召
集

さ
れ
た
第
211
回
国
会
で
の
衆

院
予
算
委
員
会
で
は
、
２
０

２
３
年
度
予
算
成
立
に
向
け

審
議
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

歯
科
を
担
う
厚
労
省
の
所
轄

内
容
は
、
国
民
の
生
活
に
密

着
し
て
い
る
分
野
が
非
常
に

多
く
、
国
民
が
身
近
に
感
じ

る
政
策
が
多
い
の
は
事
実
で

す
。
私
が
歯
科
医
療
界
に
身

を
置
い
た
の
が
90
年
か
ら
で

す
が
、
当
時
は
厚
労
省
医
政

局
歯
科
衛
生
課
長
（
後
年
、

歯
科
保
健
課
に
改
称
）
は
宮

武
光
吉
氏
（
東
京
医
科
歯
科

大
学
）で
以
後
、佐
治
靖
介

氏（
大
阪
大
学
・
故
人
）、
石

井
拓
男
氏
（
愛
知
学
院
大

学
）、上
條
英
之
氏
（
東
京
歯

科
大
学)

、瀧
口
徹
氏（
新
潟
大

学
）、山
内
雅
司
氏
（
愛
知
学

院
大
学
）、日
高
勝
美
氏
（
九

州
大
学
）、鳥
山
佳
夫
氏
（
大

阪
大
学
）、田
口
円
裕
氏
（
長

崎
大
学
）、そ
し
て
現
在
の
小

椋
正
之
氏（
長
崎
大
学
）に
よ

り
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

各
氏
へ
の
寸
評
は
控
え
ま
す

が
私
は
こ
の
方
々
に
は
本
当

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
に
至
る
ま
で
の
間
、

強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、「
歯
科
衛
生
課
が
歯
科

保
健
課
に
改
称
」（
7
年
）、

「
健
康
増
進
法
」（
02
年
）、

「
贈
収
賄
容
疑
で
歯
科
医
師

ら
逮
捕
」（
04
年
）、「
食
育

基
本
法
」（
05
年
）、「
歯
科

技
工
物
海
外
委
託
訴
訟
東
京

地
裁
判
決
」（
08
年
）、「
歯

科
口
腔
保
健
法
」（
11
年
）、

「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
訴
訟
判

決
」（
13
年
）
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
歯
科
行
政
で

は
、
や
は
り
「
８
０
２
０
運

動
」
が
始
動
し
た
こ
と
に
よ

る
「
８
０
２
０
運
動
推
進
事

業
」（
92
年
）、「
健
康
日
本

21(

第
一
次)

」（
00
年
）、「
健

康
日
本
21
（
第
二
次
）」(

13

年)

が
歯
科
医
療
界
の
方
向

性
・
時
代
認
識
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。

　
当
時
、
懇
意
に
し
て
い
ま

し
た
日
Ｆ（
特
定
非
営
利
活
動

法
人
日
本
フ
ッ
化
物
む
し
歯

予
防
協
会
）の
有
志
か
ら
、
地

域
歯
科
保
健
、
予
防
歯
科
の

推
進
、
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

の
課
題
、
フ
ッ
化
物
の
応
用
、

歯
科
衛
生
士
と
の
関
係
な
ど

意
見
交
換
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
個
人
的
で
し
た

が
、
自
由
参
加
に
し
て
、
一

般
社
団
法
人
日
本
口
腔
衛
生

学
会
会
員
、
業
界
マ
ス
コ
ミ

人
、
歯
科
企
業
関
係
者
の
有

志
と
大
学
関
係
者
・
開
業
医

と
の
懇
談
す
る
機
会
を
設
け

理
解
を
深
め
ま
し
た
。
貴
重

な
経
験
で
あ
り
、
私
の
歯
科

へ
の
基
本
認
識
を
培
い
ま
し
た
。

　
時
代
変
遷
が
あ
る
中
で
、

歯
科
行
政
で
も
厚
労
省
医
政

局
歯
科
保
健
課
に
設
置
さ
れ

て
い
た
「
歯
科
口
腔
保
健
推

進
室
」
が
訓
令
室
か
ら
省
令

室
に
昇
格
（
17
年
）
し
て
ス

タ
ー
ト
。
ま
さ
に
、
歯
科
口

腔
保
健
法
の
下
で
、
基
本
的

施
策
、
財
政
上
措
置
、
口
腔

保
健
支
援
セ
ン
タ
ー
の
普
及

に
努
め
る
と
同
時
に
、
関
係

省
庁
と
の
調
整
・
連
携
の
司

令
塔
的
責
務
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、「
骨
太
の
方
針

２
０
２
２
」
で
話
題
に
な
っ

た
「
国
民
皆
歯
科
健
診
」。

政
策
に
伴
う
法
的
整
備
、
事

業
の
推
進
計
画
な
ど
の
課
題

へ
の
対
応
が
急
務
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中

で
、
今
後
の
歯
科
医
療
の
役

割
に
つ
い
て
、
前
歯
科
保
健

課
長
の
田
口
東
京
歯
科
大
教

授
は
、
①
従
来
の
「
治
療
中

心
型
」
だ
け
で
な
く
、
口
腔

機
能
の
維
持
・
回
復
し
て
い

く
「
治
療
・
管
理
・
連
携
型
」

の
治
療
が
求
め
ら
れ
る
、
②

歯
科
診
療
報
酬
改
定
は
、
継

続
的
な
口
腔
管
理
、
口
腔
疾

患
の
重
症
化
予
防
や
口
腔
機

能
に
着
目
し
た
改
定
に
な

る
、
③
地
域
に
お
い
て
、
病

院
歯
科
と
歯
科
診
療
所
の
役

割
分
担
・
機
能
分
化
。
歯
科

診
療
所
間
で
の
役
割
分
担
に

着
目
し
た
提
供
体
制
の
構
築

が
進
む
、
④
診
療
室
完
結
型

か
ら
「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」

を
中
心
と
し
た
地
域
完
結
型

体
制
に
転
換
し
て
い
く
―
と

の
４
項
目
を
掲
げ
ま
し
た
。

将
来
を
見
据
え
た
構
想

　
近
年
で
は
、
新
た
に
歯
科

と
「
食
事
・
栄
養
」
の
議
論

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。
歯
科
医
療
界
と
し

て
時
代
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ

う
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る

Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
歯
科
診
療

・
地
域
歯
科
保
健
、
さ
ら
に

将
来
を
見
据
え
た
歯
科
独
自

の
「
1・5
次
歯
科
診
療
所
」
構

想
の
検
討
な
ど
、
課
題
は
目

白
押
し
で
す
。
国
民
の
健
康

観
、
人
口
動
態
の
激
変
、
歯

科
疾
病
構
造
の
変
化
な
ど
へ

の
理
解
と
適
切
な
判
断
が
求

め
ら
れ
る
歯
科
保
健
課
の
責

務
は
増
す
ば
か
り
で
す
。

　
か
つ
て
、
宮
武
氏
が
鶴
見

大
学
歯
学
部
教
授
時
代
に
、

「
多
様
化
す
る
国
民
の
行
政

需
要
に
応
え
る
た
め
、
各
種

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使

し
、
優
れ
た
感
性
を
持
ち
適

正
な
判
断
が
で
き
る
者
が
必

要
と
な
る
。
高
い
教
養
を
基

礎
に
、
優
れ
た
専
門
知
識
を

持
つ
行
政
官
が
歯
科
衛
生
行

政
に
参
入
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た

が
、
ま
さ
に
現
在
が
そ
う
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

１ 　水   第10回経営管理部会
２ 　木   第５回就業規則改定委員会
３ 　金   第11回総務会議
６ 　月   第11回共済部会
７ 　火   第11回広報・ホームページ部会
８ 　水   第８回医事相談部会
９    木　第19回理事会
13　月　第９回地域医療部会
15　水　第９回財政部会、受託生保会議
16　木　会員無料相談デー、確定申告個別
　　　　相談会、第３回学術研究会、国会内集
　　　　  会、国会要請行動、休保審査会（医科）

17　金　院内感染防止対策講習会
19　日　新規開業医講習会
20　月　地域医療研究会
21　火　第10回社保・学術部会
22　水　第10回組織部会	
24　金　第６回就業規則改定委員会
25　土　休保審査会（全国）
26　日　理事部員政策学習会
27　月　第２回50周年企画･運営委員会
28　火　院内感染防止対策講習会、第１回
　　　　規約改定委員会

２
０
２
３

２
０
２
３
年年
２２
月月

協
会
活
動
日
誌

協
会
活
動
日
誌

おくむら ・ まさる　オクネット代
表、歯科ジャーナリスト。明治
大学政治経済学部卒業、東京歯
科技工専門学校卒業。日本歯科
新聞社記者・雑誌編集長を歴任、
退社。さらに医学情報社創刊雑
誌の編集長歴任。その後、独立
しオクネットを設立。「歯科ニュ
ース」「永田町ニュース」をネッ
ト配信。明治大学校友会代議員(
兼墨田区地域支部長)、明大マス
コミクラブ会員。

奥村 勝
Masaru Okumura

 歯科行政の変遷と 歯科行政の変遷と
 厚労省歯科保健課長への課題・期待 厚労省歯科保健課長への課題・期待

（ 1 0）第６３６号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）３月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

◆
第
18
回
理
事
会
◆

　
１
月
27
日
㈮
、
午
後
８
時

00
分
～
10
時
05
分
。
会
長
、

副
会
長
４
名
、
理
事
16
名
、

監
事
２
名
、
事
務
局
６
名
の

出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証

の
一
体
化
、
診
療
報
酬
（
電

子
処
方
箋
、「
ト
リ
プ
ル
改

定
」、
麻
酔
薬
剤
）、
日
歯
次

期
会
長
予
備
選
挙
、
そ
の
他

（
国
民
皆
歯
科
健
診
、
矯
正

治
療
ト
ラ
ブ
ル
で
の
集
団
提

訴
）
の
報
告
を
確
認
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務

不
存
在
確
認
等
請
求
訴
訟
】　

東
京
保
険
医
協
会
の
須
田
昭

夫
会
長
、
佐
藤
一
樹
理
事
か

ら
訴
訟
に
つ
い
て
の
説

明
、
協
力
の
訴
え
が
さ
れ
、

質
疑
応
答
。

【
政
策
課
題
】　
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
①
会
員
か
ら
の
相
談

内
容
や
意
見
の
報
告
、
②
経

過
措
置
に
伴
う
療
養
担
当
規

則
、
通
知
、
④
厚
労
省
要
請

（
１
／
20
）
の
報
告
、
⑤
メ

デ
ィ
ア
か
ら
の
取
材
依
頼
と

対
応
に
つ
い
て
確
認
。

【
運
動
課
題
】　

国
会
行

動
、「
ス
ト
ッ
プ
負
担
増
・

保
険
で
良
い
歯
科
署
名
」
国

会
内
集
会
（
２
／
16
）
へ
の

参
加
を
確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　
保

団
連
理
事
会
（
１
／
22
）
の

報
告
を
確
認
。

◆
第
19
回
理
事
会
◆

　
２
月
９
日
㈭
、
午
後
７
時

00
分
～
10
時
05
分
。
会
長
、

副
会
長
４
名
、
理
事
16
名
、

監
事
２
、
顧
問
１
名
、
事
務

局
15
名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
、
マ

イ
ナ
保
険
証
関
連
、
電
子
処

方
箋
、
診
療
報
酬
改
定
に
つ

い
て
、
日
歯
次
期
会
長
予
備

選
挙
、
そ
の
他
（
こ
ど
も
医

療
費
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、
税

制
大
綱
、
税
務
調
査
、
歯
科

の
適
正
医
療
費
な
ど
）
の
報

告
を
確
認
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務

不
存
在
確
認
等
請
求
訴
訟
】　

協
会
と
し
て
、
原
告
団
参
加

へ
の
呼
び
か
け
の
趣
旨
に
賛

同
す
る
こ
と
、
会
員
へ
原
告

団
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る

こ
と
を
協
議
の
う
え
確
認
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
自
治

体
に
よ
る
物
価
高
騰
対
策
の

助
成
金
に
つ
い
て
報
告
、

「
保
険
医
協
会 

健
康
ま
つ

り 

２
０
２
２
」
の
動
画
が

完
成
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
バ
ナ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

な
ど
を
協
議
の
う
え
確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　
保

団
連
代
議
員
会
（
１
／
29
）

が
開
催
さ
れ
、
す
べ
て
の
議

事
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
の
報

告
を
確
認
。
加
盟
団
体
表
彰

に
お
い
て
、
51
加
盟
団
体
の

う
ち
、
歯
科
実
増
開
業
医
会

員
数
３
位
で
表
彰
さ
れ
た
。

【
定
期
総
会
の
準
備
】　
総

会
の
議
案
、
記
念
講
演
の
開

催
、
今
後
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
３
月

１
日
号
、
４
月
１
日
号
の
企

画
案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　
２
月
１

日
付
会
員
数
５
９
４
８
名

（
入
会
15
名
、退
会
17
名
）。

2022年度
第18・19回

理 事 会

オ
ン
資
の
義
務
化
と
保
険
証
廃
止
の
中
止
を
求
め
る

国
会
議
員
に
要
請

協
会
は
、
会
員
の
切
実
な

声
を
受
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、

「
オ
ン
資
」）
の
導
入
義
務

化
の
中
止
を
求
め
て
き
た
。

昨
年
末
に
は
経
過
措
置
が
設

け
ら
れ
た
も
の
の
、
問
題
は

未
だ
残
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
例

え
ば
、
導
入
し
た
医
療
機
関

で
は
、
資
格
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
「
オ
ン
資
」
上
で

は
資
格
が
な
い
と
表
示
さ
れ

る
不
具
合
が
多
数
発
生
し
て

お
り
、
そ
の
場
合
は
保
険
証

で
資
格
確
認
を
行
う
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
国
は
保
険

証
の
廃
止
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
医
療
現
場
に

多
大
な
混
乱
が
生
じ
る
こ
と

は
明
ら
か
だ
。

そ
の
た
め
、
協
会
は
2
月

16
日
、
森
元
主
税
理
事
が

「
オ
ン
資
」
の
導
入
義
務
化

の
中
止
お
よ
び
保
険
証
廃
止

の
中
止
を
求
め
、
国
会
議
員

に
要
請
を
行
っ
た
。
要
請
に

応
じ
た
松
原
仁
衆
議
院
議
員

（
立
憲
）
は
、「
オ
ン
資
」

に
不
具
合
が
発
生
し
た
場
合

に
は
保
険
証
も
な
い
と
10
割

負
担
を
患
者
さ
ん
に
依
頼
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
う
る
な
ど
、
現
場
で
起

き
て
い
る
混
乱
に
強
い
理
解

を
示
し
た
。
そ
の
他
の
議
員

に
対
し
て
も
、「
オ
ン
資
」

の
義
務
化
中
止
と
保
険
証
廃

止
の
中
止
を
呼
び
掛
け
た
。

　
保
険
証
の
存
続
は

　
国
民
の
願
い

同
日
に
は
「〝
ス
ト
ッ
プ

！
負
担
増
〟
国
会
内
集
会
」

が
開
催
さ
れ
、
18
の
保
険
医

協
会
・
医
会
か
ら
１
２
６
人

が
参
加
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
オ
ン
資
」
の
義
務
化

の
問
題
と
共
に
、「
国
民
に

と
っ
て
保
険
証
は
大
事
な
も

の
。
保
険
証
廃
止
の
中
止
を

求
め
る
ネ
ッ
ト
署
名
が
２
カ

月
で
20
万
筆
集
ま
っ
た
」

「『
国
の
保
険
証
の
廃
止
に

対
し
て
、
一
言
意
見
を
言
い

（左から）森元主税理事、松原仁衆議院議員（左から）森元主税理事、松原仁衆議院議員

た
か
っ
た
』
な
ど
、
署
名
へ

の
反
響
が
ひ
と
際
大
き
い
」

な
ど
の
発
言
が
多
数
あ
り
、

保
険
証
の
廃
止
が
各
地
域
で

大
き
な
波
紋
を
呼
ん
で
い
る

こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。今

回
、
要
請
を
行
っ
た
国

会
議
員
は
以
下
の
通
り
（
順

不
同
、
敬
称
略
）。

【
衆
議
院
】

松
原
仁
（
立
憲
）、
越
智

隆
雄
（
自
民
）
※
、
三
ツ
林

裕
巳
（
自
民
）
※
、
長
妻
昭

（
立
憲
）
※
、
青
木
愛
（
立

憲
）
※

【
参
議
院
】

川
田
龍
平
（
立
憲
）
※

※
は
秘
書
対
応
。

「ストップ！負担増」国会内集会「ストップ！負担増」国会内集会
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二
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、地

震
発
生
後
の
被
災
。地
震
が

収
ま
る
と
家
路
に
着
く
人
々

や
車
が
道
路
に
あ
ふ
れ
、多

数
の
人
が
押
し
合
う
こ
と
で

将
棋
倒
し
に
な
る「
群
衆
な

だ
れ
」が
起
き
る
可
能
性
が

あ
る
。帰
宅
困
難
者
を
減
ら

す
工
夫
が
必
要
で
企
業
や
省

庁
、自
治
体
は
、数
日
間
従
業

員
が
生
き
延
び
ら
れ
る
よ
う

に
、食
料
、水
、簡
易
ト
イ
レ

の
備
蓄
は
不
可
欠
だ
。地
震

を
や
り
過
ご
し
た
あ
と
は
、携

帯
電
話
の
電
池
切
れ
を
回
避

す
る
た
め
、数
日
間
は
停
電

す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の

で
、こ
ま
め
に
充
電
し
て
外

出
す
る
こ
と
が
大
切
。太
陽

光
や
乾
電
池
で
充
電
す
る
器

具
を
用
意
す
る
の
も
良
い
と

思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、巨
大
地
震
が
誘
発

す
る
富
士
山
噴
火
に
も
気
を

付
け
る
こ
と
が
必
要
だ
。か
つ

て
富
士
山
で
は
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
よ
っ
て
噴
火
が
誘
発

さ
れ
た
。そ
れ
が
１
７
０
７
年

に
起
き
た「
宝
永
噴
火
」。富

士
山
で
は
最
も
新
し
い
噴
火

で
あ
る
。現
在
、富
士
山
の
マ

グ
マ
だ
ま
り
に
は
大
量
の
マ

グ
マ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
て
、内

閣
府
に
よ
る
噴
火
被
害
額
は

２
兆
５
千
億
円
の
被
害
と
試

算
す
る
。

　
火
山
灰
で
流
通
が
止
ま
っ

て
し
ま
う
な
ど
の
事
態
に
備

え
て
、さ
ま
ざ
ま
な
備
蓄
品
が

必
要
に
な
る
。中
で
も
重
要

な
の
が「
水
」「
食
料
」「
簡
易

ト
イ
レ
」だ
。大
抵
の
災
害
で

は
３
日
程
度
で
給
水
車
が
現

地
入
り
で
き
る
が
、大
規
模

噴
火
の
場
合
、大
量
の
火
山

灰
で
交
通
網
が
遮
断
さ
れ
、

１
週
間
経
っ
て
も
届
か
な
い

恐
れ
も
あ
る
。災
害
時
は
１

人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
が
必
要

と
言
わ
れ
て
い
る
。４
人
家

族
な
ら
１
週
間
分
と
し
て
２

リ
ッ
ト
ル
６
本
入
り
の
水
が

７
ケ
ー
ス
必
要
に
な
る
。簡

易
ト
イ
レ
は
１
週
間
備
蓄
す

る
と
し
て
、１
日
５
回
、１
週

間
で
一
人
35
個
必
要
と
試
算

で
き
る
。東
京
都
の
人
口
お

よ
そ
１
４
０
０
万
人
に
対
し

て
、指
定
さ
れ
て
い
る
避
難

所
の
収
容
人
数
は
お
よ
そ
320

万
人
。都
民
の
実
質
４
分
の

１
し
か
収
容
で
き
ず
、全
員

が
殺
到
し
た
場
合
、大
混
乱

に
な
り
、助
か
る
命
も
助
か
ら

な
く
な
る
。「
避
難
所
」は
、自

宅
が
倒
壊
す
る
な
ど
自
宅
に

い
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
が

優
先
的
に
避
難
で
き
る
よ
う

に
、自
宅
で
避
難
生
活
が
可

能
な
方
は
、日
頃
か
ら
備
え

に
加
え
、防
災
意
識
を
高
め

て
過
ご
す
こ
と
が
大
切
だ
。

れ
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
は
、東
日

本
大
震
災
の
10
倍

の
経
済
被
害
を
も

た
ら
し
、全
人
口
の

半
数
６
千
万
人
が

被
災
す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。ど
う
や

っ
て
命
を
守
る
の

か
、何
を
準
備
す
る

べ
き
か
、分
か
り
や
す
く
講
義

さ
れ
て
い
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
今
年

で
12
年
経
っ
た
。当
時
、宮
城

県
多
賀
城
市
の
私
の
実
家
で

も
一
人
暮
ら
し
の
母
と
一
週

間
連
絡
が
取
れ
ず
に
い
た
。

そ
の
間
、テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

で
は
津
波
に
よ
る
変
わ
り
果

て
た
実
家
周
辺
の
風
景
が
何

度
も
映
し
出
さ
れ
、母
や
実

家
近
く
に
住
ん
で
い
る
妹
夫

婦
や
甥
は
ど
う
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
と
、気
が
気
で
は
な

か
っ
た
。そ
の
後
、避
難
所
に

い
た
母
や
妹
と
連
絡
を
取
る

こ
と
が
で
き
た
が
、糖
尿
病
を

患
っ
て
い
た
母
は
、避
難
所

で
配
布
さ
れ
る
菓
子
パ
ン
を

食
べ
る
こ
と
が
難
し
く
、慣
れ

な
い
集
団
生
活
の
た
め
に
か

な
り
体
調
を
崩
し
て
い
た
。

　
私
の
母
校
で
あ
る
東
北
大

学
歯
学
部
で
は
、こ
の
未
曾

有
の
災
害
に
際
し
、震
災
発

生
直
後
か
ら
教
職
員
、研
修

医
、大
学
院
生
、学
部
生
が
一

丸
と
な
っ
て
、身
元
確
認
、被

災
地
の
巡
回
診
療
、物
資
の

支
援
な
ど
の
被
災
地
対
応
、

ま
た
、大
き
な
被
害
を
受
け

た
本
研
究
科・
学
部
の
教
育

研
究
環
境
の
整
備
等
に
力
を

尽
く
し
て
い
た
。こ
の
と
き
の

宮
城
県
警
本
部
に
お
け
る
身

元
不
明
者
の
照
合
や
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
作
業
が
も
と
に
な

り
、東
北
大
学
工
学
部
青
木

研
究
室
と
共
同
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
発
し
た
。こ
れ
が
、後

の
厚
生
労
働
省
医
政
局
歯
科

保
健
課
事
業
の
一
つ
と
し
て

「
歯
科
治
療
標
準
化
※
」に
つ

な
が
っ
て
い
く
。

　
鎌
田
氏
の
話
の
抜
粋
に
な

る
が
、首
都
直
下
地
震
の
際

に
大
切
な
こ
と
は
、「
大
火
災

と
パ
ニ
ッ
ク
の
防
止
」と
な

る
。被
害
を
減
災
す
る
事
業

継
続
計
画（
以
下
、「
Ｂ
Ｃ

Ｐ
」）の
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

考
え
て
い
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
ポ
イ
ン
ト

　
一
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、首

都
直
下
地
震
の
後
に
起
こ
る

大
規
模
火
災
。100
年
前
に
起

き
た
関
東
大
震
災
で
は
、犠

牲
者
10
万
人
の
う
ち
９
割
が

火
災
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て

い
る
。高
層
ビ
ル
が
多
い
現

在
の
都
心
部
で
は
、ビ
ル
風

に
よ
っ
て
竜
巻
上
の
炎
を
伴

う「
火
炎
旋
風
」が
発
生
し
、

地
震
以
上
の
犠
牲
者
を
出
す

可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、木
造

住
宅
密
集
地
域（
木
密
地
域
）

に
警
戒
が
必
要
だ
。地
盤
が

弱
い
環
状
６
号
線
か
ら
８
号

線
間
の
木
密
地
域
は
注
意
が

必
要
と
さ
れ
、特
に「
沖
積

層
」と
呼
ば
れ
る
軟
弱
地
盤

は
液
状
化
し
や
す
く
、道
路

が
使
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

る
と
い
う
。

※「標準化」とは「いつ誰が行っても同じ手順で無駄なく作業を行えるようにする」こと。

▼
南
海
ト
ラ
フ
地
震　
政
府
の
中
央
防
災
会
議

で
科
学
的
に
想
定
さ
れ
る
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
。被

害
想
定
に
よ
れ
ば
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生

す
る
と
、静
岡
県
か
ら
宮
崎
県
に
か
け
て
の
一
部
で

は
震
度
７
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、そ
れ
に
隣

接
す
る
周
辺
の
広
い
地
域
で
は
震
度
６
強
か
ら
６
弱

の
強
い
揺
れ
に
な
る
と
想
定
さ
れ
、関
東
地
方
か
ら

九
州
地
方
に
か
け
て
の
太
平
洋
沿
岸
の
広
い
地
域
に

津
波
の
襲
来
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、「
南
海

ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」に
基
づ
き
、被
害
想
定
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、地
震
防
災
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
地
域
が「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地

域
」に
指
定
さ
れ
、国
、地
方
公
共
団
体
、関
係
事
業

者
等
の
各
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、建
物
の
耐

震
化
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
整
備
等
の
ハ
ー
ド・ソ

フ
ト
両
面
か
ら
の
総
合
的
な
地
震
防
災
対
策
を
推

進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

早坂美都　東京歯科保険医協会 理事

「南海トラフ巨大地震の震度分布」気象庁ホームページより。沿岸付近には震度７級の被害が予測される

東北大学大学院歯学
研究科・歯学部 歯学
研究科の活動記録

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
重
要

南
海
ト
ラ
フ
地
震

防災意識を高める

「
大
規
模
災
害
時
の
歯
科
口

腔
保
健
に
関
す
る
事
項
」が

盛
り
込
ま
れ
る

　
厚
生
労
働
省
は
２
月
５

日
、厚
生
科
学
審
議
会
地
域

保
健
健
康
増
進
栄
養
部
会

に
て
歯
科
口
腔
保
健
の
推

進
に
関
す
る
専
門
委
員
会
を

開
催
し
た
。議
題
は
、「
次
期

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に

関
す
る
基
本
的
事
項
の
素

案
」「
次
期
国
民
の
健
康
の

増
進
の
総
合
的
な
推
進
を
図

る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
の

歯
・
口
腔
領
域
の
素
案
」を

協
議
。歯
科
口
腔
保
健
の
推

進
に
関
す
る
基
本
的
事
項
の

素
案
に
は「
大
規
模
災
害
時

の
歯
科
口
腔
保
健
に
関
す
る

事
項
」が
盛
り
込
ま
れ
、災
害

発
生
時
に
は
、避
難
生
活
等

に
お
け
る
口
腔
内
の
不
衛
生

等
に
よ
り
生
じ
る
誤
嚥
性
肺

炎
の
発
症
等
の
二
次
的
な
健

康
被
害
を
予
防
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
や
平
時
か

ら
国
民
に
災
害
時
に
お
け
る

歯
科
口
腔
保
健
の
重
要
性

に
つ
い
て
普
及
啓
発
活
動
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
と
示
し

た
。

　
ま
た
、地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
は
、大
規
模
災
害
時

に
必
要
な
歯
科
保
健
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
体
制
構
築

に
平
時
か
ら
努
め
る
必
要
と

し
、災
害
時
に
対
応
で
き
る

歯
科
専
門
職
や
災
害
発
生

時
の
歯
科
保
健
活
動
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
人
材
の
育
成
や

地
域
の
各
団
体
等
と
連
携

す
る
よ
う
に
努
め
、大
規
模

災
害
時
の
体
制
整
備
に
向

け
、歯
科
口
腔
保
健
等
に
関

す
る
活
動
の
指
針
等
を
策
定

す
る
こ
と
の
必
要
性
も
示
さ

れ
て
い
る
。

１
月
19
日
、神
奈

川
県
保
険
医
協
会
の

新
年
文
化
講
演
会

「
地
震・
噴
火・
気
象

災
害
に
よ
る
経
済
危

機
と
日
本
の
未
来

『
大
地
変
動
の
時
代
』

を
賢
く
生
き
の
び
る

た
め
の
地
球
科
学
」に

参
加
し
た
。講
師
は
、

地
震・
火
山
学
で
有

名
な
京
都
大
学
名
誉

教
授
の
鎌
田
浩
毅

（
か
ま
た・ひ
ろ
き
）氏

が
務
め
た
。

　

近
い
将
来「
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」

「
富
士
山
噴
火
」「
首

都
直
下
地
震
」が
必

ず
発
生
し
、２
０
３
５

年
±
５
年
に
予
想
さ

鎌田浩毅 京都大学名誉教授

予定利率（加重平均予定利率）は、引受保険会社が定める予定利率と、
全国保険医団体連合会が定める引受割合により計算されます。引受割合の
見直しにより、2023年2月1日から予定利率は1.140％から1.170％となり
0.030ポイント増加することとなりました。また、元本回復期間も約1カ月
短縮されます。

ご不明な点がございましたら共済部（03-3205-2999）にお問い合わせく
ださい。

保険医年金 予定利率引上のお知らせ

1.140％
（2023年1月31日まで）

1.170％
（2023年2月1日から）



機
関
紙
２
月
号
に
つ
い
て
、

機
関
紙
２
月
号
に
つ
い
て
、

通
信
員

通
信
員
5050
名
の
便
り
か
ら
抜

名
の
便
り
か
ら
抜

粋
し
ま
し
た
。

粋
し
ま
し
た
。

（ 1 2）第６３６号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）３月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

馬場 安彦
（副会長／世田谷区）

最
近
、
話
題
の
本
と
し
て

「
未
来
の
年
表
業
界
大
変
化

瀬
戸
際
の
日
本
で
起
き
る
こ

と
」（
河
合
雅
司
著
、
講
談

社
現
代
新
書
刊
）
が
あ
り
ま

す
。
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
て
い

る
の
で
、
読
み
込
ん
で
今
後

の
人
生
に
反
映
さ
せ
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
さ
ら

関
心
事
と
し
て
は
「
医
療
業

歯科医師人口減少社会

は
ど
う
な
る
の
か
？
」
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
予
測
で
は

「
医
療
従
事
者
が
過
剰
に
な

り
患
者
不
足
に
悩
ま
さ
れ

る
」
と
の
こ
と
。
果
た
し

て
、
歯
科
医
療
業
界
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

直
近
の
第
115
回
歯
科
医
師

国
家
試
験
の
合
格
者
数
は
２

０
０
０
名
を
切
っ
て
、
合
格

率
は
61
・
６
％
で
し
た
。
２

０
１
４
年
以
降
、
２
０
０
０

名
を
下
回
っ
た
の
は
今
回
を

含
め
て
３
回
で
、
来
た
る
３

月
16
日
の
第
116
回
国
試
の
合

格
者
数
発
表
が
非
常
に
注
目

さ
れ
ま
す
。
14
年
を
起
点
と

し
て
、
35
歳
以
下
の
歯
科
医

師
数
は
お
よ
そ
２
万
人
と
推

測
さ
れ
、
あ
と
10
年
こ
の
ま

ま
で
推
移
す
る
と
45
歳
以
下

の
歯
科
医
師
数
は
４
万
人
に

な
り
、
い
よ
い
よ
歯
科
医
師

不
足
時
代
の
到
来
で
す
。

翻
っ
て
65
歳
以
上
の
歯
科

医
師
は
75
歳
以
上
と
な
り
、

さ
ら
に
診
療
を
続
け
る
先
生

は
少
な
く
な
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
元
々
65
歳
以
上

の
世
代
は
、
今
の
開
業
医
と

比
べ
て
収
入
が
高
か
っ
た
の

で
、
貯
え
も
あ
る
世
代
で
し

ょ
う
し
、
株
式
や
不
動
産
収

入
も
あ
る
と
す
れ
ば
、
長
く

働
く
必
要
性
の
な
い
方
も
少

な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。「
や
る
こ
と
が
な

い
か
ら
歯
科
医
師
を
続
け

る
」
と
い
う
高
齢
の
先
生
方

も
い
ら
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
近
い

意
味
を
持
つ
と
考
え
ま
す
。

他
方
、
一
般
的
な
企
業
に
勤

め
て
い
る
方
は
、
65
〜
70
歳

で
定
年
を
迎
え
る
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、

国
試
合
格
者
を
上
積
み
す
る

と
歯
科
医
師
不
足
は
解
消
さ

れ
る
で
し
ょ
う
が
、
今
35
歳

以
下
の
人
た
ち
の
不
公
平
感

は
最
高
潮
に
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
ま
る
で
氷
河
期
世

代
と
同
じ
で
す
。

一
方
、
８
０
２
０
運
動
を

成
就
さ
せ
た
諸
先
輩
方
に

は
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ

ん
。今

後
は
、
60
歳
代
以
上
の

歯
科
医
療
費
は
伸
び
て
い
く

で
し
ょ
う
し
、
20
年
度
の
国

民
医
療
費
の
概
況
に
よ
れ

ば
、
歯
科
医
療
費
は
３
兆
22

億
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
将

来
的
に
歯
周
病
と
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
、
訪
問
診
療
の
需
要
は

ま
す
ま
す
増
え
る
と
思
い
ま

す
。
日
本
国
の
総
人
口
は
減

少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
高

齢
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
高
齢
者
が
若
い
時
に
や
っ

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
こ
と
」

の
第
３
位
に
歯
の
健
康
対
策

が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
歯
科
医
療
界
の
将

来
の
見
通
し
は
決
し
て
暗
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国

民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た

め
に
も
、
現
在
の
逆
境
に
耐

え
て
、
我
々
歯
科
医
師
は
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
１３１１３１１３１１３１

◆
新
型
コ
ロ
ナ
の
分
類
が
、

５
月
８
日
か
ら
「
５
類
」

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
方
向

で
す
。
ど
の
よ
う
な
変
化

が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

・
特
に
変
化
が
な
い
と
思

う
。

（
他
17
名
）

・
５
類
に
変
わ
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
コ
ロ
ナ
の
症
状
が

変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
ど
う
な
る
の
か
わ
か
ら

な
い
。

（
他
１
名
）

・
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
し
、
ま
だ

ま
だ
警
戒
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

（
他
１
名
）

・
５
類
に
引
き
下
げ
て
、
再

度
感
染
が
拡
大
し
た
場
合

は
ど
う
す
る
の
か
。
そ
こ

ま
で
考
え
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

◆
光
熱
費
や
歯
科
材
料
な
ど

値
上
が
り
し
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
ま
す
か
。

・
電
気
や
エ
ア
コ
ン
を
消
し

て
節
電
、
節
約
す
る
。

（
他
11
名
）

・
歯
科
材
料
も
無
駄
に
し
な

い
よ
う
気
を
つ
け
て
使
用

す
る
。

（
他
６
名
）

・
対
応
し
て
ま
せ
ん
。

（
他
４
名
）

・
節
電
を
心
掛
け
て
い
る
が

あ
ま
り
効
果
は
な
い
。

（
他
２
名
）

診療報酬改定の
内容がわからない…

患者とのトラブルで困ってる…

新規個別指導の
通知がきた…

ご入会に関するお問い合わせは

組織部【☎03-3205-2999】まで

入 会

案 内

お手元にある署名のご返送を—

「保険でより良い「保険でより良い

歯科医療を求める請願署名」歯科医療を求める請願署名」

２
０
２
４
年
度
は
６
年
に

１
度
の
診
療
報
酬
と
介
護
報

酬
の
同
時
改
定
の
た
め
、
大

幅
な
改
定
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
歯

科
の
役
割
を
十
分
発
揮
で
き

る
よ
う
、
歯
科
の
診
療
報
酬

の
引
き
上
げ
や
、
保
険
適
用

の
拡
大
な
ど
を
求
め
る
こ
と

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

２
割
化
で
約
17
％
が

受
診
控
え

ま
た
、
全
国
保
険
医
団
体

連
合
会
が
行
っ
た
「
患
者
さ

ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

も
、
75
歳
以
上
の
患
者
で
昨

年
10
月
に
窓
口
負
担
の
割
合

が
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

方
の
う
ち
、
16
・
８
％
が

「
経
済
的
理
由
で
受
診
を
控

え
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
や

物
価
上
昇
の
中
で
75
歳
以
上

の
窓
口
負
担
増
な
ど
の
影
響

会員からの署名が続々と集まっています！会員からの署名が続々と集まっています！

も
あ
り
、
患
者
が
受
診
し
づ

ら
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
歯
科
に
お
け
る

診
療
報
酬
は
長
年
に
わ
た
っ

て
低
く
抑
え
ら
れ
て
お
り
、

歯
科
医
療
機
関
だ
け
で
な

く
、
歯
科
技
工
所
の
経
営
も

さ
ら
に
厳
し
い
状
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。

３
月
中
旬
に
国
会
議
員

を
通
じ
て
国
会
に

協
会
は
、
全
国
の
保
険
医

協
会
の
会
員
と
共
に
、
１
月

か
ら
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯

科
医
療
を
求
め
る
請
願
署

名
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
署
名
で
訴
え
た
い

項
目
は
ど
れ
も
歯
科
医
療
機

関
と
患
者
さ
ん
を
守
る
内
容

で
、
①
お
金
の
心
配
を
せ

ず
、
安
心
し
て
歯
科
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
窓
口
負

担
割
合
を
下
げ
て
く
だ
さ

い
、
②
健
康
保
険
で
受
け
ら

れ
る
歯
科
治
療
の
範
囲
を
ひ

ろ
げ
て
く
だ
さ
い
、
③
歯
科

医
療
の
充
実
に
必
要
な
国
の

予
算
を
大
幅
に
増
や
し
て
く

だ
さ
い
―
の
３
つ
で
す
。

患
者
さ
ん
に
加
え
、
先
生

や
ス
タ
ッ
フ
の
方
な
ど
ど
な

た
で
も
ご
署
名
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
も
し
、

お
手
元
に
署
名
用
紙
（
も
ち

ろ
ん
１
筆
で
も
）
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
な
る
べ
く
お
早
め

に
協
会
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。
集
ま
っ
た
署
名
は
、
３

月
中
旬
に
国
会
議
員
を
通
じ

て
国
会
に
提
出
す
る
予
定
で

す
。

【応募はがき記載事項】
　①氏名 ②会員番号 ③電話番号 ④住所 ⑤インタビュー紙面の感想
 　応募送付先　〒169-0075　新宿区高田馬場１-29- ８
　いちご高田馬場ビル6階　東京歯科保険医協会
　2023年３月号 書籍プレゼント係まで

　今回、インタビューでご紹介させていただきました姜恩和さんのサイン入りの著書「見え
ない妊娠クライシス」（共著）を会員４名様にプレゼントさせていただきます（お１人につ
き１冊まで）。
　ご希望の会員は、官製はがきに「３月号　書籍プレゼント」と明記し、必ず以下の５点を
記入のうえ、協会プレゼント係までご応募ください。Googleフォームからも応募可能です
（複数応募不可）。応募締め切りは３月24日（金）です（消印有効）。当選発表は、書籍発送
をもってかえさせていただきます。

会員４名様限定■ 書籍プレゼント 

【Googleフォームより応募】
右のQRコードを読み込み、必
要事項をご入力のうえ、ご応
募ください。

東京歯科保険医協会東京歯科保険医協会
FacebookFacebook

https://www.facebook.com/tokyoshikahokeni

こんなお悩みを持った先生方を協会はサポ－トします！
ぜひご紹介ください！

お知らせ
３月29日（水）よる８時から「ハートネッ

トTV」（NHK Eテレ）にて、慈恵病院の内密出
産の取り組みや、複雑な背景から、予期せぬ
妊娠をしても周囲に助けを求めることが難
しい女性たちに焦点をあてた番組が放送さ
れます。今号でインタビューした姜恩和さん
（関連記事＝６面）も出演しているので、ぜひ
ご覧ください。
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